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巻頭図版 １

住居跡内の貝層（セ２８地区）

大型の住居跡・３３号住居跡（セ２８地区）



巻頭図版 ２

遺構出土の主要土器（早期後葉）

遺構出土の主要土器（前期前葉）



巻頭図版 ３

主要剥片石器類

貝塚出土の貝製品



序　　　文

　温暖な気候に恵まれた房総半島には、古来より多くの人々が暮らしてきました。その

中央に位置する市原の地にも、豊かな森と養老川や海がもたらす大自然の恵みを求め

て、たくさんの人々が集い、先人たちのその営みの痕跡は遺跡となっていまも市内各地

に残されています。とくに、上総国分寺跡を擁するここ国分寺台の地には、西広貝塚・

神門古墳群・稲荷台１号墳など、全国にその名が知られる遺跡が数多くあり、文化や政

治の中心地としての役割を担ってきました。

　そして現在、この地は市内屈指の大きな街として生まれ変わり、市原の中心地の一つ

としてその歩みを続けています。街づくりの過程では、貴重な文化財を記録として後世

に伝えるため、長い年月をかけた遺跡発掘調査がおこなわれ、その成果をまとめる作業

は今も続けられています。

　ここに報告する「天神台遺跡」は、国分寺台にあった遺跡の中でもとくに規模が大き

く、時代や内容も多岐にわたる複合遺跡です。今回はそのうちの縄文時代に焦点をあ

て、その内容を記録しました。舞台はおよそ七千年前、気候が今より温暖で海はずっと

内陸地まで入り込んでいた時代です。ここに残された市内最古・唯一の縄文早期貝塚

は、この地で初めて海と関わりをもった人びとの生活の証です。縄文のムラとここから

出土した数々の遺物の記録が、学術的な資料としてはもとより、市民の方々に広く活用

され、市原の歴史の一つとしてずっと伝えられていくことを願ってやみません。

　また、遺跡の発掘調査から報告書刊行にいたるまで、多大なご尽力をいただきました

文化庁、千葉県教育庁、旧市原市国分寺台土地区画整理組合、旧上総国分寺台遺跡調査

会をはじめとする関係各位に対しまして、深く感謝の意を表します。

 　平成２５年２月

市原市教育委員会

教育長　白鳥秀幸



例　　　言

１　本書は、国分寺台地区土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財調査報告書の第２５集である。
２　本書は、千葉県市原市村上１０１８番地他、村上９０２番地他、西広８９５番地他、村上字諏訪台１６６２番地
他などに所在した天神台遺跡の発掘報告書である。

３　本書には、昭和４９（１９７４）年から昭和６３（１９８８）年まで１３次にわたる調査の記録を所収した。
本遺跡は、全体の発掘調査面積が１４６，８９０㎡におよぶ、広大な範囲内に所在する縄文時代から中・
近世までの複合遺跡である。遺跡名称については、最上層に位置する古墳群に対し「諏訪台古墳
群」と呼称し、その下位に位置する縄文、弥生、古墳、奈良・平安、中世などの集落関係のも
のについては「天神台遺跡」として区別した。今回は、天神台遺跡のうちの下層、縄文時代の
遺構・遺物などをとりあげ、「Ⅰ」として報告する。したがって、上層の遺構・遺物については
「Ⅱ」で、古墳群とそれ以前・以後の墓関係については諏訪台古墳群としてそれぞれまとめて報
告する予定である。

４　発掘調査は、市原市教育委員会の委託を受け、千葉県教育委員会・市原市教育委員会の指導の
下、上総国分寺台遺跡調査会、財団法人市原市文化財センターが実施した。各調査の調査年、面
積、担当者等は別表のとおりである。

５　整理・報告事業は、市原市教育委員会・埋蔵文化財調査センターが実施した。期間、担当者は次
のとおりである。
平成１８年４月１日～平成２０年３月３１日　浅利幸一（図面・遺物の基礎整理、貝層サンプルの水
洗、内容物の分類・集計等）
平成２０年４月１日～平成２５年３月３１日　忍澤成視

６　本書の執筆・編集は、忍澤成視がおこなった。なお、貝塚検出の微小貝類の一部については、千
葉県立中央博物館黒住耐二氏に分析を依頼し、第３章第６節を執筆いただいた。貝塚検出の魚
類・動物骨類については、東京国立博物館特別研究員金子浩昌氏に分析を依頼し、第３章７節を
執筆いただいた。埋葬人骨については、聖マリアンナ大学解剖学教室平田和明氏・長岡朋人氏・
筑波大学大学院人文科学研究科清家大樹氏に分析を依頼し、第３章第８節を執筆いただいた。石
器石材および礫類の肉眼鑑定を、パリノ・サーヴェイ株式会社に委託し、分析結果を同社が第４
章第４節（１）に執筆した。石器石材の黒曜石については、明治大学黒耀石研究センター池谷信
之氏に産地分析を依頼し、第４章第４節（２）を執筆いただいた。これらに関する図面・表など
の一部については忍澤が作成、または改変した。魚類骨の基礎的な分類・同定については、忍澤
と鶴岡英一がおこなった。

７　本書は、本文篇１（１・２章）、本文篇２（３・４・５章）、写真図版篇の３分冊からなる。
８　本書に掲載した出土遺物および図面・写真等の記録類は、市原市教育委員会埋蔵文化財調査セン
ターで収蔵・保管している。

９　整理・報告書作成において、以下の方々にご指導・ご協力を賜った。記して謝意を表します。
池谷信之、小笠原永隆、大内千年、金子浩昌、上森秀明、黒住耐二、清家大樹、長岡朋人、西川
博孝、西野雅人、早坂廣人、平田和明、廣田吉三郎、領塚正浩（五十音順）
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凡　　　例

１　本書で使用した図面の方位は、すべて座標北であり、日本測地系による。
２　本遺跡の水準は、すべて海抜高である。
３　遺構実測図の縮尺は、竪穴住居跡１／８０、炉穴・土坑など１／６０を基本とするが、必要に応じ適した
縮尺を採用した。

４　遺物実測図の縮尺は、概ね以下のとおりであるが、必要に応じ適した縮尺を採用した。
土器：１／３、礫石器類：１／３、剥片石器類：４／５、骨角貝製品：１／２、貝玉類：１／１

５　遺物写真図版の縮尺については、貝玉類を１／１に統一したほかは任意である。必要に応じてス
ケールを付した。

６　注および参考文献については、各節末に掲載した。
７　石器実測の一部（剥片石器等）の実測については、アイシン精機株式会社および創和システム株
式会社に委託した。また、石器・礫類の石材肉眼鑑定を、パリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。

８　挿図中のスクリーントーンやインスタントレタリングの用例は以下のとおりである。

＜遺構＞ ＜遺物＞
　炉燃焼面 ●　土器 　赤彩
　貝層 ▲　 礫 ● 　摩耗痕

△　石器 ▼ 　凹み状の摩耗
○　 骨 ○ 　敲打痕

９　遺物類のうち、土器・石器、貝・骨など動物遺存体に関するデータの一部については、本篇中に
は収録せず付録のＤＶＤ内のみに納めたものがある。なお、このＤＶＤ内には、本篇全てのＰＤ
Ｆファイルと遺物データを収録してある。
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第１７８図　４４号住居跡遺物出土状況図
および出土遺物実測図⑴ �  １９３

第１７９図　４４号住居跡出土遺物実測図⑵ �  １９４
第１８０図　４５号住居跡実測図

および出土遺物実測図⑴ �  １９４
第１８１図　４５号住居跡出土遺物実測図⑵ �  １９６
第１８２図　４６号住居跡実測図 �  １９６
第１８３図　４６号住居跡出土遺物実測図 �  １９７
第１８４図　４７号住居跡実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図 �  １９８
第１８５図　４８号住居跡実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  １９９
第１８６図　４８号住居跡出土遺物実測図⑵ �  ２００
第１８７図　４８号住居跡出土遺物実測図⑶ �  ２０１
第１８８図　４８号住居跡出土遺物実測図⑷ �  ２０２
第１８９図　４８号住居跡出土遺物実測図⑸ �  ２０４
第１９０図　４９号住居跡実測図 �  ２０４
第１９１図　４９号住居跡出土遺物実測図 �  ２０５
第１９２図　５０号住居跡実測図および出土遺物実測図 �  ２０７
第１９３図　５１号住居跡実測図 �  ２０７
第１９４図　５１号住居跡出土遺物実測図 �  ２０８
第１９５図　５２号住居跡実測図 �  ２０９
第１９６図　５２号住居跡遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  ２１０
第１９７図　５２号住居跡出土遺物実測図⑵ �  ２１１
第１９８図　５２号住居跡出土遺物実測図⑶ �  ２１２
第１９９図　５２号住居跡出土遺物実測図⑷ �  ２１３
第２００図　５２号住居跡出土遺物実測図⑸ �  ２１４
第２０１図　５２号住居跡出土遺物実測図⑹ �  ２１５
第２０２図　５２号住居跡出土遺物実測図⑺ �  ２１６
第２０３図　５３号住居跡実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  ２１８
第２０４図　５３号住居跡出土遺物実測図⑵ �  ２１９
第２０５図　５４号住居跡実測図 �  ２２０
第２０６図　５５号住居跡実測図および出土遺物実測図 �  ２２０
第２０７図　５６号住居跡実測図および出土遺物実測図 �  ２２２
第２０８図　５７号住居跡実測図 �  ２２３
第２０９図　５７号住居跡出土遺物実測図 �  ２２４
第２１０図　５８号住居跡実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図 �  ２２５
第２１１図　５９号住居跡実測図および出土遺物実測図 �  ２２６
第２１２図　６０号住居跡実測図 �  ２２７
第２１３図　６１・６２・６３・６４・６５・６６・６７・６８号遺構

実測図 �  ２４８
第２１４図　６９・７０・７１・７２号遺構実測図 �  ２５０
第２１５図　７３号遺構出土遺物実測図⑴ �  ２５１
第２１６図　７３号遺構出土遺物実測図⑵ �  ２５３
第２１７図　７５・７６号遺構実測図 �  ２５３
第２１８図　７７・７８・７９号遺構実測図、８０・８１号遺構

実測図および出土遺物実測図 �  ２５５
第２１９図　８２・８３号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  ２５６
第２２０図　８２・８３号遺構出土遺物実測図⑵ �  ２５７
第２２１図　８４号遺構実測図および出土遺物実測図⑴ �  ２５９
第２２２図　８４号遺構出土遺物実測図⑵ �  ２６０
第２２３図　８４号遺構出土遺物実測図⑶ �  ２６１
第２２４図　８４号遺構出土遺物実測図⑷ �  ２６２
第２２５図　８５号遺構実測図および出土遺物実測図⑴ �  ２６３
第２２６図　８５号遺構出土遺物実測図⑵ �  ２６４
第２２７図　８６・８７・８８・８９号遺構実測図、９０号遺構

実測図・遺物出土状況図 �  ２６６
第２２８図　９０号遺構出土遺物実測図⑴ �  ２６７
第２２９図　９０号遺構出土遺物実測図⑵ �  ２６８
第２３０図　９１号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ２６８
第２３１図　９２・９３・９４・９５・９６・９７号遺構実測図 �  ２７０
第２３２図　９８号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図 �  ２７０
第２３３図　９９・１００・１０１・１０２・１０３号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ２７２
第２３４図　１０４・１０５・１０６・１０９号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ２７５
第２３５図　１０７・１０８号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ２７６
第２３６図　１１０・１１１・１１２・１１３・１１４号遺構実測図 �  ２７６
第２３７図　１１５号遺構実測図

および出土遺物実測図⑴ �  ２７８
第２３８図　１１５号遺構出土遺物実測図⑵ �  ２７９
第２３９図　１１６号遺構実測図

および出土遺物実測図⑴ �  ２８０
第２４０図　１１６号遺構出土遺物実測図⑵ �  ２８１
第２４１図　１１７号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  ２８１
第２４２図　１１７号遺構出土遺物実測図⑵ �  ２８２
第２４３図　１１７号遺構出土遺物実測図⑶ �  ２８３
第２４４図　１１８・１１９号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ２８５
第２４５図　１２０・１２１・１２２号遺構実測図

および出土遺物実測図、１２３号遺構実測図
および出土遺物実測図⑴ �  ２８７

第２４６図　１２３号遺構出土遺物実測図⑵ �  ２８８
第２４７図　１２３号遺構出土遺物実測図⑶ �  ２８９
第２４８図　１２３号遺構出土遺物実測図⑷ �  ２９０
第２４９図　１２３号遺構出土遺物実測図⑸ �  ２９１
第２５０図　１２３号遺構出土遺物実測図⑹ �  ２９２
第２５１図　１２４号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  ２９４
第２５２図　１２４号遺構出土遺物実測図⑵ �  ２９５
第２５３図　１２５号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ２９６
第２５４図　１２６・１２７・１２８号遺構実測図 �  ２９６
第２５５図　１２６・１２７・１２８号遺構出土遺物実測図⑴ �  ２９７
第２５６図　１２６・１２７・１２８号遺構出土遺物実測図⑵ �  ２９９
第２５７図　１２９号遺構実測図



および出土遺物実測図⑴ �  ２９９
第２５８図　１２９号遺構出土遺物実測図⑵ �  ３００
第２５９図　１２９号遺構出土遺物実測図⑶ �  ３０１
第２６０図　１３０号遺構実測図

および出土遺物実測図⑴ �  ３０１
第２６１図　１３０号遺構出土遺物実測図⑵ �  ３０２
第２６２図　１３１号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ３０４
第２６３図　１３２号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ３０５
第２６４図　１３３・１３４・１３５・１３６号遺構実測図 �  ３０７
第２６５図　１３７・１３８・１３９号遺構実測図 �  ３０８
第２６６図　１４０・１４１・１４２号実測図

および出土遺物実測図 �  ３１０
第２６７図　１４３号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図 �  ３１２
第２６８図　１４４・１４５号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図 �  ３１２
第２６９図　１４６・１４７・１４８・１４９・１５０号遺構実測図 �  ３１３
第２７０図　１５１号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図 �  ３１５
第２７１図　１５２・１５３号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ３１５
第２７２図　１５４号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ３１７
第２７３図　１５５・１５６号遺構実測図・遺物出土状況図 �  ３１７
第２７４図　１５６号遺構出土遺物実測図 �  ３１８
第２７５図　１５７・１５８・１５９・１６０・１６１号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ３２０
第２７６図　１６２・１６３・１６４・１６５・１６６・１６７号遺構

実測図および出土遺物実測図 �  ３２２
第２７７図　１６８号遺構実測図 �  ３２４
第２７８図　１６９号遺構実測図

および出土遺物実測図⑴ �  ３２４
第２７９図　１６９号遺構出土遺物実測図⑵ �  ３２５
第２８０図　１７０号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ３２５
第２８１図　１７１・１７２号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ３２７
第２８２図　１７３号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  ３２８
第２８３図　１７３号遺構出土遺物実測図⑵ �  ３２９
第２８４図　１７４号遺構実測図 �  ３３０
第２８５図　１７４号遺構出土遺物実測図 �  ３３１
第２８６図　１７５号遺構実測図 �  ３３３
第２８７図　１７５号遺構遺物出土状況図 �  ３３４
第２８８図　１７５号遺構出土遺物実測図⑴ �  ３３５
第２８９図　１７５号遺構出土遺物実測図⑵ �  ３３６
第２９０図　１７５号遺構出土遺物実測図⑶ �  ３３７
第２９１図　１７５号遺構出土遺物実測図⑷ �  ３３８
第２９２図　１７５号遺構出土遺物実測図⑸ �  ３３９
第２９３図　１７６号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ３４０
第２９４図　１７７号遺構実測図・遺物出土状況図 �  ３４２
第２９５図　１７７号遺構出土遺物実測図⑴ �  ３４３
第２９６図　１７７号遺構出土遺物実測図⑵ �  ３４４

第２９７図　１７７号遺構出土遺物実測図⑶ �  ３４５
第２９８図　１７７号遺構出土遺物実測図⑷ �  ３４６
第２９９図　１７７号遺構出土遺物実測図⑸ �  ３４７
第３００図　１７８号遺構実測図および出土遺物実測図⑴ �  ３４８
第３０１図　１７８号遺構出土遺物実測図⑵ �  ３５０
第３０２図　１７９・１８０号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ３５０
第３０３図　１８１号遺構実測図 �  ３５１
第３０４図　１８１号遺構内貝層実測図 �  ３５２
第３０５図　１８１号遺構内貝層サンプル採取地点

および遺物出土状況図 �  ３５３
第３０６図　１８１号遺構出土遺物実測図⑴ �  ３５４
第３０７図　１８１号遺構出土遺物実測図⑵ �  ３５５
第３０８図　１８１号遺構出土遺物実測図⑶ �  ３５６
第３０９図　１８１号遺構出土遺物実測図⑷ �  ３５７
第３１０図　１８１号遺構出土遺物実測図⑸ �  ３５８
第３１１図　１８１号遺構出土遺物実測図⑹ �  ３５９
第３１２図　１８１号遺構出土遺物実測図⑺ �  ３６０
第３１３図　１８１号遺構出土遺物実測図⑻ �  ３６１
第３１４図　１８１号遺構出土遺物実測図⑼ �  ３６２
第３１５図　１８１号遺構出土遺物実測図⑽ �  ３６３
第３１６図　１８１号遺構出土遺物実測図⑾ �  ３６４
第３１７図　１８１号遺構出土遺物実測図⑿ �  ３６５
第３１８図　１８１号遺構出土遺物実測図⒀ �  ３６７
第３１９図　１８２号遺構実測図⑴ �  ３６７
第３２０図　１８２号遺構実測図⑵および出土遺物

実測図⑴ �  ３６８
第３２１図　１８２号遺構出土遺物実測図⑵ �  ３６９
第３２２図　１８３号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図 �  ３７０
第３２３図　１８４号遺構実測図・遺物出土状況図 �  ３７２
第３２４図　１８４号遺構出土遺物実測図⑴ �  ３７３
第３２５図　１８４号遺構出土遺物実測図⑵ �  ３７４
第３２６図　１８４号遺構出土遺物実測図⑶ �  ３７５
第３２７図　１８５号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  ３７７
第３２８図　１８５号遺構出土遺物実測図⑵ �  ３７８
第３２９図　１８５号遺構出土遺物実測図⑶ �  ３７９
第３３０図　１８５号遺構出土遺物実測図⑷ �  ３８０
第３３１図　１８５号遺構出土遺物実測図⑸ �  ３８１
第３３２図　１８５号遺構出土遺物実測図⑹ �  ３８２
第３３３図　１８５号遺構出土遺物実測図⑺ �  ３８４
第３３４図　１８６・１８７号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ３８４
第３３５図　１８８・１８９・１９０・１９１号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ３８５
第３３６図　１９２・１９３・１９４号遺構実測図および出土遺物

実測図 �  ３８７
第３３７図　１９５号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図 �  ３８８
第３３８図　１９６号遺構実測図



および出土遺物実測図⑴ �  ３９０
第３３９図　１９６号遺構出土遺物実測図⑵ �  ３９１
第３４０図　１９６号遺構出土遺物実測図⑶ �  ３９２
第３４１図　１９７・１９８・１９９・２０１号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ３９４
第３４２図　２００号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ３９５
第３４３図　２０２号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ３９５
第３４４図　２０３・２０４号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ３９７
第３４５図　２０５・２０６号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ３９９
第３４６図　２０７・２０８号遺構実測図 �  ３９９
第３４７図　２０７・２０８号遺構出土遺物実測図 �  ４００
第３４８図　２０９・２１０・２１１号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  ４０２
第３４９図　２０９・２１０・２１１号遺構出土遺物実測図⑵ �  ４０３
第３５０図　２１２・２１３号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ４０４
第３５１図　２１４号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ４０６
第３５２図　２１５号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図 �  ４０７
第３５３図　２１６号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ４０８
第３５４図　２１７号遺構実測図 �  ４０８
第３５５図　２１７号遺構遺物出土状況図 �  ４０９
第３５６図　２１７号遺構出土遺物実測図⑴ �  ４１０
第３５７図　２１７号遺構出土遺物実測図⑵ �  ４１１
第３５８図　２１７号遺構出土遺物実測図⑶ �  ４１２
第３５９図　２１８号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ４１４
第３６０図　２１９号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図 �  ４１５
第３６１図　２２０号遺構実測図

および１号人骨出土状況図 �  ４１６
第３６２図　２２０号遺構遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  ４１７
第３６３図　２２０号遺構出土遺物実測図⑵ �  ４１８
第３６４図　２２１号遺構実測図 �  ４２０
第３６５図　２２１号遺構遺物出土状況図 �  ４２１
第３６６図　２２１号遺構出土遺物実測図⑴ �  ４２２
第３６７図　２２１号遺構出土遺物実測図⑵ �  ４２３
第３６８図　２２１号遺構出土遺物実測図⑶ �  ４２４
第３６９図　２２２号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  ４２６
第３７０図　２２２号遺構出土遺物実測図⑵ �  ４２７
第３７１図　２２３号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ４２８
第３７２図　２２４号遺構実測図および出土遺物実測図⑴ �  ４２９
第３７３図　２２４号遺構出土遺物実測図⑵ �  ４３１
第３７４図　２２５・２２６・２２７号遺構実測図 �  ４３１
第３７５図　２２５号遺構遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  ４３２
第３７６図　２２５号遺構出土遺物実測図⑵・

２２６号遺構出土遺物実測図 �  ４３３

第３７７図　２２８号遺構実測図・遺物出土状況図 �  ４３４
第３７８図　２２８号遺構出土遺物実測図 �  ４３５
第３７９図　２２９・２３０号遺構実測図

および２２９号遺構出土遺物実測図⑴ �  ４３７
第３８０図　２２９号遺構出土遺物実測図⑵・

２３０号遺構出土遺物実測図 �  ４３９
第３８１図　２３１号遺構実測図、２３２号遺構実測図 �  ４３９
第３８２図　２３２号遺構出土遺物実測図 �  ４４０
第３８３図　２３３号遺構実測図 �  ４４０
第３８４図　２３３号遺構出土遺物実測図⑴ �  ４４１
第３８５図　２３３号遺構出土遺物実測図⑵ �  ４４３
第３８６図　２３４・２３５号遺構実測図 �  ４４３
第３８７図　２３４号遺構出土遺物実測図・

２３５号遺構出土遺物実測図⑴ �  ４４４
第３８８図　２３５号遺構出土遺物実測図⑵ �  ４４６
第３８９図　２３６・２３７・２３８号遺構実測図

および遺物出土状況図⑴ �  ４４６
第３９０図　２３６・２３７・２３８号遺構実測図

および遺物出土状況図⑵ �  ４４７
第３９１図　２３６号遺構出土遺物実測図 �  ４４８
第３９２図　２３７号遺構出土遺物実測図⑴ �  ４４８
第３９３図　２３７号遺構出土遺物実測図⑵ �  ４４９
第３９４図　２３７号遺構出土遺物実測図⑶ �  ４５０
第３９５図　２３７号遺構出土遺物実測図⑷ �  ４５１
第３９６図　２３７号遺構出土遺物実測図⑸ �  ４５２
第３９７図　２３８号遺構出土遺物実測図 �  ４５３
第３９８図　２３９号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  ４５４
第３９９図　２３９号遺構出土遺物実測図⑵ �  ４５５
第４００図　２４０・２４１号遺構実測図・

遺物出土状況図 �  ４５７
第４０１図　２４０号遺構出土遺物実測図・

２４１号遺構出土遺物実測図⑴ �  ４５８
第４０２図　２４１号遺構出土遺物実測図⑵ �  ４５９
第４０３図　２４１号遺構出土遺物実測図⑶ �  ４６６
第４０４図　２４５号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図 �  ４６６
第４０５図　２４２・２４３・２４４・２５１号遺構実測図 �  ４６７
第４０６図　２４３号遺構出土遺物実測図・

２４４号遺構出土遺物実測図⑴ �  ４６８
第４０７図　２４４号遺構出土遺物実測図⑵・

２５１号遺構出土遺物実測図 �  ４６９
第４０８図　２４６号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  ４７０
第４０９図　２４６号遺構出土遺物実測図⑵ �  ４７１
第４１０図　２４７・２４８・２４９号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ４７２
第４１１図　２５０・２５４号遺構実測図・遺物出土状況図

および２５０号遺構出土遺物実測図⑴ �  ４７３
第４１２図　２５０号遺構出土遺物実測図⑵・

２５４号遺構出土遺物実測図 �  ４７４



第４１３図　２５２号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ４７５
第４１４図　２５５号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ４７５
第４１５図　２５３・２５６・２５７号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ４７６
第４１６図　２５８・２５９・２６０・２６１号遺構実測図 �  ４７８
第４１７図　２５８・２５９・２６０・２６１号遺構出土遺物

実測図 �  ４７９
第４１８図　２６２・２６３・２６４・２６５号遺構実測図・

遺物出土状況図 �  ４８２
第４１９図　２６２号遺構出土遺物実測図 �  ４８３
第４２０図　２６３号遺構出土遺物実測図⑴ �  ４８４
第４２１図　２６３号遺構出土遺物実測図⑵ �  ４８５
第４２２図　２６４号遺構出土遺物実測図 �  ４８６
第４２３図　２６５号遺構出土遺物実測図 �  ４８７
第４２４図　２６６・２６７号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ４８９
第４２５図　２６９・２６８号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ４９０
第４２６図　２７０・２７１・２７２・２７３号遺構実測図・

遺物出土状況図および出土遺物実測図 �  ４９２
第４２７図　２７２号遺構出土遺物実測図 �  ４９３
第４２８図　２７４・２７５・２７６号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ４９５
第４２９図　２７７号遺構実測図および出土遺物実測図⑴ �  ４９７
第４３０図　２７７号出土遺物実測図⑵ �  ４９８
第４３１図　２７８・２８０号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ４９８
第４３２図　２７９号遺構実測図

および出土遺物実測図⑴ �  ４９９
第４３３図　２７９号遺構出土遺物実測図⑵ �  ５００
第４３４図　２８１号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ５０２
第４３５図　２８２号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ５０２
第４３６図　２８３・２８４号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ５０３
第４３７図　２８５・２８６・２８７号遺構実測図 �  ５０５
第４３８図　２８５・２８６号遺構出土遺物実測図 �  ５０６
第４３９図　２８８・２８９・２９０・２９１号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ５０８
第４４０図　２９２号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  ５０９
第４４１図　２９２号遺構出土遺物実測図⑵ �  ５１０
第４４２図　２９３号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  ５１２
第４４３図　２９３号遺構出土遺物実測図⑵ �  ５１３
第４４４図　２９３号遺構出土遺物実測図⑶ �  ５１５
第４４５図　２９４号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ５１５
第４４６図　２９５号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  ５１６
第４４７図　２９５号遺構出土遺物実測図⑵ �  ５１７
第４４８図　２９６号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  ５１８

第４４９図　２９６号遺構出土遺物実測図⑵ �  ５１９
第４５０図　２９７・２９８号遺構実測図・

遺物出土状況図 �  ５２１
第４５１図　２９７号遺構出土遺物実測図 �  ５２２
第４５２図　２９８号遺構出土遺物実測図⑴ �  ５２３
第４５３図　２９８号遺構出土遺物実測図⑵ �  ５２５
第４５４図　２９９号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  ５２５
第４５５図　２９９号遺構出土遺物実測図⑵ �  ５２６
第４５６図　３００号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  ５２７
第４５７図　３００号遺構出土遺物実測図⑵ �  ５２８
第４５８図　３０１号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図 �  ５３０
第４５９図　３０２・３０３号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ５３１
第４６０図　３０４号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ５３３
第４６１図　３０５号遺構実測図 �  ５３３
第４６２図　３０５号遺構出土遺物実測図 �  ５３４
第４６３図　３０６号遺構実測図・遺物出土状況図 �  ５３５
第４６４図　３０６号遺構出土遺物実測図⑴ �  ５３６
第４６５図　３０６号遺構出土遺物実測図⑵ �  ５３７
第４６６図　３０６号遺構出土遺物実測図⑶ �  ５３８
第４６７図　３０６号遺構出土遺物実測図⑷ �  ５３９
第４６８図　３０６号遺構出土遺物実測図⑸ �  ５４１
第４６９図　３０７号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ５４１
第４７０図　３０８号遺構実測図・遺物出土状況図

および出土遺物実測図⑴ �  ５４２
第４７１図　３０８号遺構出土遺物実測図⑵ �  ５４４
第４７２図　３０９号遺構実測図 �  ５４４
第４７３図　３１０号遺構実測図および出土遺物実測図⑴ �  ５４５
第４７４図　３１０号遺構出土遺物実測図⑵ �  ５４６
第４７５図　３１０号遺構出土遺物実測図⑶ �  ５４７
第４７６図　３１１号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ５４９
第４７７図　３１２号遺構実測図・遺物出土状況図 �  ５４９
第４７８図　３１２号遺構出土遺物実測図⑴ �  ５５０
第４７９図　３１２号遺構出土遺物実測図⑵ �  ５５１
第４８０図　３１３号遺構実測図 �  ５５２
第４８１図　３１４号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ５５２
第４８２図　３１５・３１６号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ５５４
第４８３図　３１７号遺構実測図 �  ５５５
第４８４図　３１８号遺構実測図および出土遺物実測図 �  ５５５
第４８５図　３１９・３２０・３２１号遺構実測図

および出土遺物実測図 �  ５５７
第４８６図　３２１号遺構出土遺物実測図⑴ �  ５５８
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第１章　はじめに

第１節　遺跡の位置と周辺の遺跡

１．遺跡の位置
　天神台遺跡は、市原市の北部、養老川の右岸に広がる広大な台地上に位置し、国分寺台遺跡群のな
かでは南西端にあたる（第１図）。南北に流れる養老川が河口に向け流路を大きく西側へ曲げる箇所
のすぐ上に位置する標高およそ２５～２６ｍの台地が、本遺跡が営まれた舞台である。遺跡北側には神門
古墳群、さらには上総国分僧寺跡が、東側には蛇谷遺跡・東間部多遺跡（古墳群）と重要な遺跡が隣
接している。
２．周辺の遺跡
　天神台遺跡の主体となる時期は、縄文早期後葉と前期前葉である。ここでは、市内にある当該期の
主な遺跡をとりあげその概要を知ることによって、本遺跡の位置づけをしてみたい（第２図・表１）。
国分寺台遺跡群にある縄文遺跡は、祇園原貝塚や西広貝塚に代表されるように、後期を主体に一部晩
期におよぶ時期のものがほとんどであり、同様の時期の遺跡としては北野原遺跡・亥の海道貝塚・山
倉貝塚などが近隣に所在する。しかし、縄文早期・前期のものとなると数が限られ、天神台遺跡の東
に隣接する東間部田遺跡（１２）、上総国分僧寺跡の下層にある中台遺跡（１０）に早期の遺構がややま
とまって知られるくらいとなる。東間部田遺跡では、早期条痕文系の野島・鵜ヶ島台式の時期の炉穴
７８基、中台遺跡では同様の時期の炉穴６５基が検出されている。このほか、祇園原貝塚（９）や西広貝
塚（１３）にも遺跡の一部から鵜ヶ島台・茅山下層式の時期の炉穴がみつかっているが、数基程度と数
はごく限られる。
　市内全域に目を向けると、縄文早期後葉の遺構検出例としては、市の北端部村田川沿いの「ちはら
台地区」にある押沼大六天遺跡（２）で竪穴住居跡１軒と炉穴４７基、草刈六之台遺跡（３）で竪穴住
居跡２軒と炉穴３３基が知られている。これより南下し、養老川右岸では、天神台遺跡の北東約２㎞に
位置する大山台遺跡（８）から子母口・野島式の炉穴３２基が検出されている。養老川左岸では近年、
千葉県文化財センターによる東関東自動車道関連の発掘調査により検出事例が増えた。大作頭遺跡
（１９）では子母口式を主体とする１６０基の炉穴が、野口遺跡（２０）では野島式を主体とする１６６基の炉
穴がみつかっている。また、市原市で発掘調査した片又木遺跡（１８）では子母口式を主体とする２７基
の炉穴が、大道遺跡（２１）では野島式を主体とする４０基の炉穴が検出されている。これより南下した
養老川中流域では、荻原野遺跡（２８）で野島・茅山式を主体とする５０基の炉穴と沈線文系土器の時期
の竪穴住居跡２軒が、上原台遺跡（２９）では茅山下層式を主体とする炉穴３３基が検出されている。ま
た、花和田遺跡（３１）では子母口・野島式を主体とする炉穴１９基と竪穴式住居跡１１軒が検出されてお
り、市内最南端の遺跡としても注目される。このように、早期後葉の遺跡例としては数もあまり多く
はなく、大部分が炉穴のみの事例であり、その中で天神台遺跡の住居跡と炉穴群の存在は特筆され、
また貝塚を伴う点でも異色である。貝層の検出事例としては、大六天遺跡で４箇所の炉穴覆土内から
小規模なものが知られるにすぎない。
　一方、前期の遺跡事例は、市原市内では早期以上に希薄で、北旭台遺跡で前期初頭の竪穴住居跡１３
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第１図　国分寺台地区の旧地形と調査遺跡（１／１2,000）
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第２図　市原市内の縄文時代早期・前期の主な遺跡
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表１ 市原市内の主な縄文早期・前期の遺跡
№ 遺跡名 よみ 所在地 時 期 住居跡 炉穴 備考
１ 押沼第１・第２遺跡 おしぬまだいいち・だいに ちはら台東６丁目他 早期 条痕文系 ９ 土坑・陥し穴あり

２ 押沼大六天遺跡 おしぬまだいろくてん 押沼字大六天８２６他 早期 条痕文系 鵜ヶ島台・茅山 １ ４７ 炉穴覆土内貝層４箇所。陥し穴あり
３ 草刈六之台遺跡 くさかりろくのだい 草刈字六之台１，２８９他 早期 条痕文系 茅山下層 ２ ３３
４ 下鈴野遺跡 しもすずの 潤井戸字上清水谷１，６８４他 早期 撚糸文系 １
５ 新地遺跡 あらち 小田部２０８、荻作９６７他 早期 条痕文系 茅山上層？ ２
６ 文作遺跡 ぶんさく 葉木字文作３２５番地他 前期 羽状縄文系 １

７ 千草山遺跡 ちぐさやま
能満字西千草山 早期 条痕文系 茅山上層 ５

能満字東千草山１，４６７地先他 早期 沈線文系 １
早期 条痕文系 茅山上層 ３

８ 大山台遺跡 おおやまだい 山田橋字大山台３４０番地１他 早期 条痕文系 子母口・野島 ３２
９ 祇園原貝塚 ぎおんばら 根田字祇園原 早期 条痕文系 茅山下層 ３
１０ 中台遺跡 なかだい 惣社４丁目６番地他 早期 条痕文系 野島・鵜ヶ島台 ６５

１１ 天神台遺跡 てんじんだい 村上字諏訪台他 早期 条痕文系 鵜ヶ島台・茅山 １７ ２０７ 集石、竪穴状遺構などもあり
前期 羽状縄文系 関山 ３４

１２ 東間部多遺跡 とうかんべた 西広字東間部多 早期 条痕文系 野島・鵜ヶ島台 １ ７８
１３ 西広貝塚 さいひろ 西広２１－１他 早期 条痕文系 鵜ヶ島台・茅山下層 ３
１４ 福増遺跡 ふくます 福増字中ノ台他 早期 条痕文系 ７
１５ 山ノ神遺跡 やまのかみ 福増山ノ神２６他 早期 条痕文系 ３

１６ 北旭台遺跡 きたあさひだい 磯ヶ谷字北旭台８７－２番地他 早期 条痕文系 ５
前期 羽状縄文系 前期初頭 １３

１７ 小谷遺跡 はたきこやつ 畑木字向２４７－２ 早期 条痕文系 １

１８ 片又木遺跡 かたまたぎ 不入斗地先 早期 条痕文系 子母口 １ ２７
２

１９ 大作頭遺跡 おおさくがしら 今富字大作１，０６６他 早期 条痕文系 子母口 １６０
２０ 野口遺跡 のぐち 海保字野口１，１９３－１他 早期 条痕文系 野島 １６６
２１ 大道遺跡 だいどう 今富大道１，０５５－１番地他 早期 条痕文系 野島 ４０
２２ 百目木遺跡 どうめぎ 豊成３９６他 早期 条痕文系 ２
２３ 下椎木遺跡 しもしいのき 不入斗字下椎木５４３他 早期 条痕文系 １７

２４ ヤジ山遺跡 やじやま 深城字ヤジ山２８２－１他 早期 条痕文系 １ ３７ 土坑・陥し穴・良好な遺物包含層あり
２５ 細山（２）遺跡 ほそやま 天羽田字出崎台１，１６３－１他 早期 条痕文系 １５
２６ 外迎山遺跡 そとむかいやま 風戸字入口ノ沢１，１６３番地他 早期 条痕文系 茅山下層 １ ２
２７ 南名山遺跡 ななやま 中高根字南名山１，３４１－１ 早期 条痕文系 鵜ヶ島台 ２ １

２８ 荻原野遺跡 おぎわらの 新生字西荻原野６４１－１他
早期 撚糸文系 ３
早期 沈線文系 ２
早期 条痕文系 野島、茅山 ５０

２９ 上原台遺跡 うえはらだい 奉免字上原台１，１３０地先他
早期 沈線文系 １
早期 条痕文系 茅山下層 １ ３３
前期 羽状縄文系 関山 ６

３０ 南総中学遺跡 なんそうちゅうがく 江子田字上原台 前期 羽状縄文系 ３
３１ 花和田遺跡 はなわだ 新井字花和田７３１・７３３ 早期 条痕文系 子母口・野島 １１ １９ 土坑あり

文 献
№ 発行年 執筆者 書 名 収録シリーズ
１ ２００３ 黒沢崇ほか 千原台ニュータウンⅨ－市原市押沼第１・第２遺跡（上層）－ 千葉県文化財センター調査報告書第４４９集
２ ２００４ 黒沢崇ほか 千原台ニュータウンⅩⅡ－市原市押沼大六天遺跡（上層）－ 千葉県文化財センター調査報告書第４８０集
３ １９９４ 上守秀明・西野雅人ほか 千原台ニュータウンⅥ－草刈六之台遺跡－ 千葉県文化財センター調査報告書第２４１集
４ １９８７ 大村　直 下鈴野遺跡 （財）市原市文化財センター調査報告書第１６集
５ １９８４ 山口直樹 小田部新地遺跡 （財）市原市文化財センター調査報告書第４集
６ １９８９ 大村　直 文作遺跡 （財）市原市文化財センター調査報告書第３０集

７ １９７９ 千草山遺跡発掘調査団 千草山遺跡
１９８９ 田中清美 千草山遺跡・東千草山遺跡 （財）市原市文化財センター調査報告書第２９集

８ ２００４ 大村　直 山田橋大山台遺跡 （財）市原市文化財センター調査報告書第８８集
９ １９９９ 忍澤成視 祇園原貝塚 上総国分寺台遺跡調査報告Ⅴ
１０ ２０１３ 鶴岡英一 中台遺跡 上総国分寺台遺跡調査報告ⅩⅩⅡ
１１ 本　書
１２ １９７４ 市毛勲ほか 東間部古墳群 上総国分寺台遺跡調査報告Ⅰ
１３ ２００５ 安井健一・鶴岡英一 西広貝塚Ⅱ 上総国分寺台遺跡調査報告ⅩⅣ
１４ １９９９ 渡邉高弘ほか 市原市福増遺跡－一般道犬成海士有木線埋蔵文化財調査報告書－ 千葉県文化財センター調査報告書第３６６集
１５ １９８９ 浅利幸一 福増山ノ神遺跡 （財）市原市文化財センター調査報告書第３３集
１６ １９９０ 木對和紀 北旭台遺跡 （財）市原市文化財センター調査報告書第３９集
１７ ２００２ 北見一弘 畑木小谷遺跡Ⅱ （財）市原市文化財センター調査報告書第８１集

１８ １９８４ 山口直樹 片又木遺跡 （財）市原市文化財センター調査報告書第３集
２０００ 小橋健司 片又木遺跡Ⅱ （財）市原市文化財センター調査報告書第７０集

１９ １９９９ 加納　実 東関東自動車道（千葉・富津線）埋蔵文化財調査報告書３－市原市大作頭遺跡－ 千葉県文化財センター調査報告書第３５５集
２０ １９９８ 森本和男ほか 東関東自動車道（千葉・富津線）埋蔵文化財調査報告書１－市原市海保野口遺跡－ 千葉県文化財センター調査報告書第３３５集
２１ １９８８ 米田耕之助 今富大道遺跡 （財）市原市文化財センター調査報告書第２６集
２２

２０００ 小笠原永隆ほか 東関東自動車道（千葉・富津線）埋蔵文化財調査報告書５－市原市中伊沢遺跡・
百目木遺跡・下椎木遺跡・志保地遺跡・ヤジ山遺跡・細山⑴⑵遺跡－ 千葉県文化財センター調査報告書第３８３集２３

２４
２５
２６ １９８７ 木對和紀 外迎山遺跡・唐沢遺跡・山見塚遺跡 （財）市原市文化財センター調査報告書第２０集
２７ １９９８ 蜂屋孝之・小川浩一 中高根南名山遺跡（第２次） （財）市原市文化財センター調査報告書第６２集
２８ １９９８ 田中清美 新生荻原野遺跡 （財）市原市文化財センター調査報告書第５９集
２９ １９９２ 田中清美 奉免上原台遺跡 （財）市原市文化財センター調査報告書第４３集
３０ １９７８ 市原市教育委員会 南総中学遺跡
３１ ２００１ 牧野光隆 新井花和田遺跡 （財）市原市文化財センター調査報告書第７４集
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軒が、上原台遺跡で関山式の竪穴住居跡６軒が、南総中学遺跡（３０）で前期前葉の竪穴住居跡が３軒
知られる程度で他にほとんど知られていない。この時期のものとしても、天神台遺跡の住居跡群は、
同時期の一集落の検出例として非常に注目されるものである。

第２節　調査の経過と方法

１．調査の経過
　調査以前の天神台遺跡周辺の現況は、畑地・山林・原野からなり、手つかずの台地上には良好に遺
跡が保存されていた。第３図に見るように、あちこちに墳丘を残す古墳が存在していた。北西から延
びる谷を隔てて東側の台地上には東間部田遺跡が広がり、こちらにも墳丘を残す古墳が幾つもあった。
　発掘調査は、道路や宅地造成にあわせて大小の区画に分けられ、昭和４９（１９７４）年から昭和６３
（１９８８）年まで断続的におこなわれ、最終的には１３次を数えるものとなった。それぞれの地区と呼称
は第４図に示すとおりである。調査次（地区）ごとの面積等は、先述した例言中の表に示した。な
お、諏訪神社境内地にあたるセ７２・セ７３・セ２８・０９９地区に囲まれた地区は、唯一遺跡が残されてお
り、確認調査後９・１０号墳と１１号墳の一部が保存されている。
２．調査の方法
　例言中の表に見るように、広域かつ多年度にわたる調査のため、これを担当した職員も多数におよ
び、調査方法や地区の区分がそれぞれ異なり、必ずしも同一遺跡内で一環した方法はとられていな
い。したがって、図面類の記録法や遺物等の取り上げは、各調査次（地区）ごとのやり方でおこなわ
れているので、今回の報告にあたってはこれを全体で統一した区画に直すことが不可能なため、基本
的に調査次（地区）の呼称を踏襲し掲載した。調査は各地区ともに、最上層にある古墳の調査からは
じまり、下層の遺構調査へと段階的におこなわれた。古墳墳丘下には、弥生・古墳時代の墓や集落跡
があり、その下部には縄文後期相当の新期テフラ層が堆積、この下に縄文早期・前期の多量の遺物を
含む包含層があり、これを取り除くとようやく縄文早期・前期の住居跡や炉穴群が現れるという状況
であった。ただし、新期テフラ層や遺物包含層は地形等の関係で地区によってその形成状態が違って
おり、必ずしも上述の順番で検出されたわけではない。
３．グリッド割りなど
　第５図に、各調査区のグリッド割り図を示した。これらの調査区のうち、北側の東西に細長く延び
るＴＪ地区のみが、公共座標にあわせた調査をおこなっていない。住宅地への取り付け道路建設に伴
うもので、まだ調査体制がよく整わない時点での緊急調査であったため、任意のグリッド割りも十分
におこなわれていない。これ以外の地区について、北側から順に区割り方法などについて述べる。
　０６４地区は遺跡の北西端部に位置、大グリッドを５０ｍに設定し、西から東へ１Ｂ・１Ｃ、南へ２Ｂ・
３Ｂと呼称、小グリッドは５ｍに設定し、北西隅を０１、北東隅を１０、南東隅を１００となるよう区分し
た。
　０９９地区は０６４の南に東西に位置、大グリッドを４０ｍに設定し、西から東へＨＥ・ＩＥ、南へＨＦ・
ＨＧと呼称、小グリッドは４ｍに設定し、北西隅を０１、北東隅を１０、南東隅を１００となるよう区分し
た。

－5－



1号
墳

20
0ｍ

0

(1
:4
,0
00
)

10
0

20

2号
墳

31
号
墳

1号
墳

2号
墳

34
号
墳

（
行
人
塚
）

22
号
墳

21
号
墳

10
号
墳

11
号
墳

5号
墳

蛇
谷

供
養
塚

東
間
部
田
遺
跡

　（
古
墳
群
）

25.000

25.250

25.500

－
56
.50
0

－
57
.00
0

9号
墳

8号
墳

　セ７２地区は０９９地区の西に位置し、大グリッドを２０ｍに設定し、西から東へ１Ａ・２Ａ、南へ１Ｂ・
１Ｃと呼称、小グリッドはA～Dに４分割した後さらに１～４に４分割して５ｍに設定し、北西隅
をＡ１、北東隅をＢ２、南西隅をＣ３、南東隅をＤ４と１６に区分した。
　セ７３地区はセ７２地区の南に位置し、大グリッドを２０ｍに設定し、西から東へＣ２・Ｃ３、南へＣ３・
Ｄ４と呼称、小グリッドは５ｍに設定し、北西隅を１、北東隅を４、南東隅を１６となるように区分した。
　セ２８地区はセ７３地区の東に位置、大グリッドを２０ｍに設定し、西から東へＨ８・Ｈ９、南へＩ８・
Ｊ８と呼称した。
　セ５４地区はセ２８地区の東に位置、大グリッドを２０ｍに設定し、西から東へＩ１８・Ｉ１９、南へＪ１８・
Ｋ１８と呼称、小グリッドは４ｍに設定し、北西隅をＡ、北東隅をＤ、南東隅をＰと１６に区分した。な
お、セ５４地区とセ２８地区の大グリッド割りは連続し呼称も共通している。
　ＳＷ８３地区はセ５４地区の東、遺跡の南西端部に位置、大グリッドを４０ｍに設定し、西から東へＮ
Ｉ・ＯＩ、南へＮＪ・ＮＫと呼称、小グリッドは５ｍに設定し、北西隅を０１、北東隅を０８、南西隅を
７１、南東隅を７８と６４に区分した。なお、ＳＷ８３地区と０９９地区の大グリッド割りは連続し呼称も共通
している。

第３節　遺跡の概要

　諏訪台古墳群は、およそ１７０基の古墳群と奈良・平安時代の方形周溝遺構約６０基、そして弥生時代
の方形周溝墓約７０基が、調査区の中央部から南部にかけて広く展開、天神台遺跡上層では、弥生時代
から古墳時代の竪穴住居跡約４６０軒が、調査区の主に北側に広く展開する。奈良・平安時代の掘立柱
建物跡なども調査区の南側から検出されている。これらについての詳細は、以後順次刊行予定の「諏
訪台古墳群」、「天神台遺跡Ⅱ」で報告する。
　第６図に天神台遺跡の下層、縄文時代の遺構分布を示した。遺構は調査区全域に分布するが、空白
地帯もある。とくに遺構が密集するのは、セ７２・セ２８・セ５４地区で、０９９地区の中央部にもややまと
まりがある。内容は、縄文早期・前期の竪穴住居跡６０軒、縄文早期の炉穴を主体とした遺構３８０基で
ある。また、主に縄文早期の竪穴住居跡や炉穴の覆土内に形成された貝ブロックが５８箇所あり、遺跡
の南西側に貝塚として展開している（第７図）。これらの遺構や貝塚の上層には、土器や石器・礫を
多量に含む遺物包含層が形成されており、整理箱にして土器が約５００箱分、礫類が約１，０００箱分出土し
た。また、これらの礫類の中には礫石器約２，０００点、剥片石器類約１，０００点が含まれていた。

表２ 天神台遺跡・縄文遺構集計
種別

調査区 竪穴住居 竪穴状遺構 炉穴 集石 陥し穴 土坑 落ち込み 小計 遺構外貝層 遺構内貝層 計 備考

ＴＪ １０ ２７ ３７ ０
０９９ １７ １９ ３ １０ ５ １ ５５ ０
０６４ ５ ９ ５ ３ ２２ ０
セ２８ １７ ４ １３０ １ ３ ２３ ２ １８０ ６ ４１ ４７

神社裏地区 ０ ０
セ５４ １７ １ １１ １８ ３３ ８０ ０
セ７２ ２ ８ １７ ２１ ４８ １１ １１
セ７３ ２ １１ ５ １８ ０
小計 ６０ １３ ２０７ ４ ３６ １１７ ３ ４４０ ６ ５２ ５８
ＳＷ７４ ９ ９ ０ 全体図のみ
ＳＷ７９ １５ ２ １７ ０ 全体図のみ

ＳＷ８０・８１ ４ １３ １７ ０ 詳細不明
ＳＷ８３ ４ ４ ０ 詳細不明
計 ６４ １３ ２４８ ４ ３８ １１７ ３ ４８７ ６ ５２ ５８
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第５図　調査区別グリッド配置図
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第２章　遺構と遺物

はじめに

　天神台遺跡から検出された遺構を表２に示した。内容は、竪穴住居跡・竪穴状遺構・炉穴・集石・
陥し穴・土坑・落ち込み、そしてこれら遺構内外に堆積していた貝層である。遺構総数は４８７、貝層
は５８箇所におよぶ。１２箇所の調査地区すべてからみつかっているが、このうちセ２８地区が１８０箇所、
貝層も４７箇所と最も多く、遺跡の中心箇所がこのあたりにあったことがわかる。
　このうち、ＳＷ７４・ＳＷ７９・ＳＷ８０・ＳＷ８１・ＳＷ８３地区については、図面等の情報が欠如してい
たため詳細不明であった。全体図等から読み取った数のみを提示し、本報告ではこれらを除く４４０箇
所の遺構についての記載をおこなう。遺構全体図を第８図に示し、その配列の詳細を①から⑬までの
区分図に示した（第９～２１図）。

第１節　竪穴住居跡

　竪穴住居跡は、総数６４軒が検出されているが、ＳＷ８０・８１地区の４軒の詳細が不明のため、ここで
はこれを除く６０軒について記載していく。それぞれの属性は表３に示した。竪穴住居跡は、遺跡南側
のセ２８・セ５４地区でそれぞれ１７軒ずつ、遺跡中央部の０９９地区で１７軒と集中した分布が認められる。
このうち、セ２８区は縄文早期後葉・条痕文系土器の時期を主体とし、０９９・セ５４区は縄文前期前葉・
羽状縄文系関山式の時期を主体とすることから、時期の異なる集落が東西に展開していることがわか
る。前者は１７軒、後者は３４軒となり、後述の炉穴群を含むその集落の規模はそれぞれおよそ径２００ｍ
ほどとみられる。
　各住居跡出土の土器については、その内訳の集計を表４に示し、主要な土器を図示しその属性を表
５（ＤＶＤ内に収録）に示した。石器については、図示していないものを含めそのすべての属性を表
６に示した。礫については、住居跡ごとに集計したものを表７に示した。

１号住居跡
【検出位置】　０６４区１Ｂ－８０・９０、１Ｃ－７１・８１
【規模ほか】　長軸５．３８ｍ・短軸４．２８ｍ・深さ４５㎝。形状は楕円形。主軸方向　３２８°（第２０図）。
【覆土】　明褐色土・暗褐色土・暗茶褐色土などを主体とする。多量のロームや少量の焼土を含む層
もある。
【重複関係】　北側部分で弥生・古墳時代の住居跡（調査次№０３８・０３９）と重複。この下部に位置する。
【出土遺物】　３６点・１，７５５ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９１．１％に被熱のあとがみら
れる。石器は、軽石製品１点のみである。ほかに、黒曜石・チャートなどの剥片５点がある。土器
は、７９点・１，３１３ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの
両方がある。うちわけは、条痕文系、一部に縄文を施した条痕・縄文の土器、羽状縄文系などであ
る。このうち主体を占めるのは、条痕文系の時期のもので全体の９２．３％あり、当該時期を１号住居の
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帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第２０図１～３に、一括扱いのものを第２０図４～
１６、第２１図１７～２７に示した。出土位置の明らかな土器は１～３であるが、これらは中心からやや東寄
り、床面から１０㎝ほど浮いた位置から出土したものである。いずれも条痕文系深鉢形土器の胴部破片
である。４～８は口縁部、９～２０胴部、２１は平底の底部破片である。２２～２７は羽状縄文系・関山式深
鉢形の口縁および胴部破片である。
　出土石器は第２１図２８に示した。最大長１０４㎜・重さ８０．０ｇをはかる軽石製品である。周囲を整形し
ているようであるが、穿孔や溝等の加工は施されていない。

表３　竪穴住居跡属性表
新№ 調査区 旧№ 時期 位置 形状 主軸方向 長軸（㎝） 短軸（㎝） 深さ（㎝） 覆土 遺物 重複関係 備考

１ ０６４ ０９７ 早期 １Ｂ－８０・９０、１Ｃ－７１・８１ 楕円形 ３２８° ５３８ ４２８ ４５ 北側で上層住居跡と重複。上層住居跡の
下部に位置

２ ０６４ ０７６ ― ２Ｂ－１８ 楕円形？ ２５４ １２０ １１ なし 西半部で古墳と、北半部で上層住居跡と
重複

３ ０６４ ０９９ 早期 ２Ｃ－３３・３４ 長方形 ３５９° ４４５ ２５８ １６
４ ０６４ ０９６ ― ２Ｃ－４１・４２ 長台形 ２７０° ３７６ ２８２ １６ なし 北側で上層住居跡と重複
５ ０６４ １０３ ― ２Ｃ－５１・５２・６１・６２ 不整円形 ３５０ ３３０ ３８ なし 中央部に ６８ 号遺構が重複
６ ０９９ １１６０ 前期 ＪＦ－１８・１９・２８・２９・３８・３９ 長方形 ３４７° ５７２ ４００ ４７
７ ０９９ １１６１ 前期 ＪＦ－２９・３０ 円形 ３７０ ３５０ ３２
８ ０９９ １１６６ －－ ＫＦ－４２ 楕円形 ２９２ １８４ ３０ なし
９ ０９９ １１５８ 前期 ＫＦ－１７・１８・２８ 隅丸長方形 ３４３° ５４６ ４２６ ３９
１０ ０９９ １１５７ 前期 ＬＦ－３３・４２・４３ 隅丸長方形 ３５° ５８２ ４３０ ５９
１１ ０９９ １１５１ 前期 ＪＦ－５４・６４ 円形 ３４０ ２１２ ２０
１２ ０９９ １１６４ 前期 ＪＦ－６７・６８・７７・７８ 隅丸方形 ４２４ ３４２ ３２
１３ ０９９ １１５２ 前期 ＪＦ－７６・７７ 長楕円形 ３６０ ３００ ４０
１４ ０９９ １１５６ 前期 ＪＦ－８７・８８・９７・９８ 長方形 ３０５° ４２２ ２９６ ３７
１５ ０９９ １１５５ 前期 ＪＦ－９７・９８、ＪＧ－０７・０８ 長方形 ３０９° ４８８ ３４８ ３５
１６ ０９９ １１５４ 前期 ＪＧ－０６・０７・１６・１７ 長方形 ３３０° ４７６ ３２０ ３２
１７ ０９９ １１５３ 前期 ＪＧ－０５・０６・１５・１６ 隅丸方形 ３８０ ３５２ ４１
１８ ０９９ １１６２ ― ＪＧ－３５・３６ 方形 ２７４ ２７０ ３０ なし
１９ ０９９ １１６７ ― ＪＧ－６２・６３ 長方形 ５５０ ２２８ ５１ なし
２０ ０９９ １１６３ 前期 ＩＧ－７９・８８・８９・９０ 長方形 ３０５° ５５２ ３２２ ３８
２１ ０９９ １１５０ 前期 ＪＧ－９４・９５、 ＪＨ－０４・０５ 隅丸方形？ ４５０ ３９４ ３２
２２ ０９９ １１５９ 前期 ＭＧ－８１・８２ 楕円形 ３８２ ３６６ １８
２３ セ ７２ ０３５ 早期 ２Ｂ－Ｄ１ 円形 ３３０ ３１３ ２８ 貝層 柱穴なし。炉内焼土・炭化物微量
２４ セ ７２ ０３０ 早期 ４Ａ－Ａ３ 楕円形 ３２５ ２５４ ２１ １８９・１９０・１９１ 号遺構と重複
２５ セ ７３ ０３６ 早期 Ｃ３－Ｇ・Ｋ 隅丸方形 ６１４ ３０５ ４６ ２００ 号遺構と重複
２６ セ ７３ ０３３ 早期 Ｅ６－Ａ・Ｂ 楕円形？ ３１３ ３０８ ４０
２７ セ ２８ ０７９ 早期 Ｉ６－０３・０６・０７・１０・１１・１４・１５ 長台形 ２５° １２７２ ６３６ １３６ 貝層 多量の獣骨 大型住居跡、炉なし

２８ セ ２８ ３１７ 早期 Ｉ９－０８ 長台形？ ４０° （６２８） ３９２ ２４ 古墳周溝と重複のため南側と北側の一部
消失 中央付近に炉穴（２８０ 号遺構）あり

２９ セ ２８ ３００ 早期 Ｈ１０－０５・０９ 隅丸長方形 ２８° （３５８） ３０６ ４４ 貝層 北側消失 炉あり、柱穴あり
３０ セ ２８ ４２５ 早期 Ｇ１１－１４・１５、Ｈ１１－０２・０３・０６・０７ 長台形 ３５７° ７８８ ４９４ ２８ 大型住居、炉なし
３１ セ ２８ ２２７ 早期 Ｊ９－０３・０４・０７・０８、Ｊ１０－０１・０５ 長台形 １０４° １０３０ ５６２ ７４ 貝層 大型住居、炉なし
３２ セ ２８ ２０２ 早期 Ｊ１０－０６・０７・０８・１０・１１ 長台形 ７９° １０４０ ５４０ ７８ 貝層 大型住居跡、炉なし、中央付近に集石
３３ セ ２８ ２０１ 早期 Ｊ１０－１２・１６、Ｊ１１－０５・０６・０９・１０・１３ 長台形 ５９° １３５６ ７１０ １００ 南側で炉穴と重複 大型住居跡、炉なし、西隅に集石
３４ セ ２８ ２０３ 早期 Ｊ１０－１０・１１・１３・１４・１５、Ｋ１０－０２ 長台形 ６１° ７８６（９６４） ５９８ ７０ 貝層 東側で重複？ 大型住居跡、炉なし
３５ セ ２８ ２４９ 早期 Ｋ１０－０３・０４・０７・０８ 長台形 １２１° ９２４ ４９４ ４４ 大型住居、炉なし
３６ セ ２８ ２２５ 早期 Ｋ９－０５・０６・１０・１１ 長台形？ １２４° （６７４） （３９２） ４６ 貝層 大型住居、炉なし
３７ セ ２８ １６９ 前期 Ｆ１３－１４・１５ 隅丸長方形 ３０３° （３７６） （３４０） ３０ 貝層 古墳周溝と重複のため東側消失 炉あり
３８ セ ２８ １９７ ― Ｈ１４－０５・０６・０９・１０ 隅丸長方形 ５５° ３２２ ２７８ ２８ なし 南隅消失 炉なし、柱穴なし
３９ セ ２８ １７０ 前期 Ｈ１５－０５・０９ 隅丸長方形 ２８９° ４２４ ２９８ ３２ 木棺墓と重複のため北西隅消失 炉あり、柱穴なし
４０ セ ２８ １８６ 前期 Ｈ１４－１２・１６ 隅丸長方形 ２６６° ４１６ ３１８ ４２ 炉あり
４１ セ ２８ ０５３ 前期 Ｊ１５－０５・０９ 隅丸長方形 ３０７° ４８０ ３４０ ４６ 貝層
４２ セ ５４ １２２ 前期 Ｈ１６－Ｇ・Ｋ 円形 ４２４ ３７２ ５０ 柱穴なし
４３ セ ５４ １８９ 前期 Ｉ１６－Ｃ・Ｄ 円形 ４２０ ３７１ ４９
４４ セ ２８ ０２３ 前期 Ｈ１７－０３・０７・０８・１１・１２ 長台形 ２° １１００ ５６２ ４４ 炉あり
４５ セ ５４ １１４ 前期 Ｉ１７－Ｇ・Ｈ 円形 ３１０ ２５１ ３４
４６ セ ５４ １１６ 前期 Ｉ１７－Ｉ・Ｊ・Ｍ・Ｎ 長台形 １６° ６６５ ４７３ ３５ 炉２箇所
４７ セ ５４ １１５ 前期 Ｉ１７－Ｊ・Ｋ・Ｎ・Ｏ 円形 ４２２ ３９７ ４０
４８ セ ５４ １１３ 前期 Ｉ１７－Ｌ・Ｐ 円形 ３７３ ３２９ ３４
４９ セ ５４ １１２ 前期 Ｉ１７－Ｐ、Ｉ１８－Ｍ、Ｊ１７－Ｄ、Ｊ１８－Ａ 隅丸長方形 ３４° ４７２ ３１８ ３４ 柱穴なし
５０ セ ５４ １８２ 前期 Ｊ１８－Ｆ・Ｇ ４２２ １９６ ２１
５１ セ ５４ １００ 前期 Ｉ１８－Ｇ・Ｈ・Ｋ・Ｌ 長方形 ３０９° ５３５ ３２４ ４１ 炉２箇所
５２ セ ２８ ０２１ 前期 Ｇ１９－１４、Ｈ１９－０１・０２・０５・０６ 長台形 ４４° ８９０ ５３２ ５８ 床面中央に焼土痕
５３ セ ５４ １０５ 前期 Ｇ１９－Ｇ・Ｈ・Ｋ・Ｌ、Ｇ２０－Ｅ・Ｉ 長方形 ２９６° ７９７ ４９０ ３５ 炉２箇所
５４ セ ５４ ８３ 前期 Ｇ２１－Ｊ 円形 ３４６ ３０７ ３０
５５ セ ５４ １１１ 前期 Ｈ２０－Ｉ・Ｊ・Ｍ・Ｎ 楕円形 ５４８ ４２３ ３２ 炉・柱穴なし
５６ セ ５４ １２４ ― Ｉ２０－Ｎ・Ｏ、Ｊ２０－Ｂ・Ｃ 長台形 ３４１° ７８８ ５１６ ２４ 炉２箇所
５７ セ ５４ １２３ 前期 Ｊ１７－Ｌ、Ｊ１８－Ｅ・Ｉ 隅丸長方形 ２５２° ４９７ ３９６ ３５ 炉２箇所
５８ セ ５４ ７９Ａ 前期 Ｌ１８－Ｂ 円形 ３００ ２６５ ２５ 炉・柱穴なし
５９ セ ５４ １２５ 早期 Ｋ２１－Ｅ・Ｆ・Ｉ・Ｊ 長台形 ３２２° ７７３ ４８５ ３７ 炉なし
６０ セ ５４ １３９ ― Ｋ２１－Ｍ・Ｎ、Ｌ２１－Ａ・Ｂ 方形 ４７３ ３５８ ２４ なし

－13－



①
②

③
④

⑤

⑥
⑦

⑧

⑨

⑩
⑪

⑫ ⑬ 　
　
　
　
　
　
　
　

－
57
.00
0

　
－
56
.50
0

25.000

10
0

20
0

(1
:4
,0
00
)

20
0m

25.250

25.500

1

2

3

4

63

61
  
  

62
  
  

64

65
66

69

5

70

67

73 74
75

76

72

71

0
25
ｍ

5

77

68
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第１０図　遺構全体図（１：５００）・②、③
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第１１図　遺構全体図（１：５００）・④
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第１２図　遺構全体図（１：５００）・⑤

－18－



0
5

25
ｍ

6
7

8

9

13
6

11
12

13

14

15

16

17 18

19

20

10

21

(1
:5
00
)

22

14
3

14
4

14
5

14
6

14
7

14
8

14
9

15
0

15
1

15
2

14
0

13
9

13
8

13
7

14
2

14
1

25
ｍ

0
5

(1
:5
00
)

第１３図　遺構全体図（１：５００）・⑥
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第１４図　遺構全体図（１：５００）・⑦、⑧
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第１５図　遺構全体図（１：５００）・⑨
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第１６図　遺構全体図（１：５００）・⑩
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第１７図　遺構全体図（１：５００）・⑪
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第１８図　遺構全体図（１：５００）・⑫

－24－



37
7

44
52

46
47

48 49

50

51
45

55
38
5

39
0

39
1

39
2

56

39
3

39
4

53

38
1

37
8

37
9

38
0

54

38
2

38
3

38
4

25
ｍ

0
5

38
8

38
9

(1
:5
00
)

57

39
6

40
8

40
5

40
4

40
6

39
7

39
8
39
9 40
2

40
0
40
1

40
7

41
1

41
0

40
9

41
8

41
7

41
958

42
0

42
1

42
3

42
2

42
4

42
6

42
541
2

39
5

41
3

59

60

42
9 43
3

43
4

43
9

44
043
6

43
7
43
8

43
5

43
0
43
1

43
2

41
5

41
6

41
4

42
7

42
8

25
ｍ

0
5

40
3

(1
:5
00
)

第１９図　遺構全体図（１：５００）・⑬
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第２０図　１号住居跡実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 欠く
2 明褐色 ローム粒（斑状） 有り
3 明褐色 良い
4 茶褐色 やや欠く
5 やや黒い明褐色 良い
6 暗褐色 多量のローム 有り
7 明褐色 多量のローム 欠く
8 明褐色 やや欠く
9 黒い暗褐色 良い
10 明褐色 少量の焼土 欠く
11 暗褐色 やや欠く
12 暗褐色 良い
13 暗茶褐色 良い
14 暗茶褐色 やや欠く
15 明褐色 欠く
16 暗褐色 有り
17 ローム・明褐色土混合層 やや欠く
18 明褐色 欠く

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 明褐色 良い
2 明褐色 ローム粒（斑状） 良い
3 明褐色 多量のローム 良い
4 暗褐色 良い
5 黒褐色 良い
6 明褐色 良い
7 暗褐色 やや欠く
8 明褐色 焼土
9 暗茶褐色 やや欠く
10 明褐色 ローム・少量の焼土 欠く
11 明褐色 良い
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２号住居跡
【検出位置】　０６４区２Ｂ－１８
【規模ほか】　長軸２．５４ｍ・短軸１．２０ｍ・深さ１１㎝。形状は楕円形？（第２２図）。
【覆土】　明茶褐色土・暗褐色土などを主体とし、ロームを斑状に含むものもある。
【重複関係】　西半部で古墳周構（調査次№１５０号）と、北半部で弥生・古墳時代の住居跡（調査次№
０５５号）と重複する。
　出土遺物がないため、遺構の詳細時期は不明。
３号住居跡
【検出位置】　０６４区２Ｃ－３３・３４
【規模ほか】　長軸４．４５ｍ・短軸２．５８ｍ・深さ１６㎝。形状は長方形。主軸方向　３５９°（第２３図）。
【覆土】　暗褐色土・明褐色土などを主体とする。
【出土遺物】　２２点・７７７ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９４．３％に被熱のあとがみられ
る。石器は、楔形石器１点のみである。ほかに、チャートなどの剥片４点がある。土器は、７５点・
１，０７５ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、条痕文系、
一部に縄文を施した条痕・縄文の土器、羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文
系で全体の９０．４％あり、当該時期を３号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち主なものを第２３図１～２６に示した。１～２１は、条痕文系深鉢形土器
で、１～６がその口縁部、７～２１が胴部破片である。条痕以外は明瞭な文様をもたないものが多い。
２２～２６は、羽状縄文系深鉢形鉢土器の胴部破片である。
　第２４図２７は唯一の出土石器で、最大長３８．８㎜・最大幅４４．０㎜・最大厚９．０㎜、重さ１７．２ｇを測る無
斑晶質安山岩製の楔形石器である。一側縁部に自然面を残す。
４号住居跡
【検出位置】　０６４区２Ｃ－４１・４２
【規模ほか】　長軸３．７６ｍ・短軸２．８２ｍ・深さ１６㎝。形状は長台形。主軸方向　２７０°（第２５図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。斑状にロームを含む層もある。
【重複関係】　北側で弥生・古墳時代の住居跡（調査次№１０１）と一部重複。
　出土遺物がないため、遺構の詳細時期は不明。
５号住居跡
【検出位置】　０６４区２Ｃ－５１・５２・６１・６２
【規模ほか】　長軸３．５０ｍ・短軸３．３０ｍ・深さ３８㎝。形状は不整円形（第２６図）。
【覆土】　明褐色土を主体とする。
【重複関係】　中央部で６８号遺構と重複。５号住居より新しい。
　出土遺物がないため、遺構の詳細時期は不明。
６号住居跡
【検出位置】　０９９区ＪＦ－１８・１９・２８・２９・３８・３９
【規模ほか】　長軸５．７２ｍ・短軸４．００ｍ・深さ４７㎝。形状は長方形。主軸方向　３４７°。炉は南北に二
箇所ある。柱穴は、壁面沿いに小規模なものが、炉脇にやや規模の大きなものが数箇所並ぶが、その
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第２２図　２号住居跡実測図

第２１図　１号住居跡出土遺物実測図⑵

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 ローム（斑状） やや欠く
2 明灰褐色 ローム（斑状） 欠く
3 明茶褐色 暗褐色土 欠く
4 明茶褐色 欠く
5 黄灰褐色 多量のローム 欠く
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第２３図　３号住居跡実測図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 欠く
2 明るい暗褐色 良い
3 明褐色 有り
4 明るい暗褐色 欠く
5 暗褐色 欠く
6 ７層より明るい明褐色 良い
7 明褐色 良い

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗灰褐色 やや欠く
2 暗褐色 やや欠く
3 やや黒い暗褐色 欠く
4 やや茶色い暗褐色 欠く
5 明褐色 良い
6 明るい暗褐色 良い
7 明褐色 良い
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第２６図　５号住居跡実測図

第２４図　３号住居跡出土遺物実測図⑵

第２５図　４号住居跡実測図

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 やや黒い暗褐色 有り
2 暗褐色 良い
3 暗褐色 ローム（斑状） 良い
4 暗褐色 良い
5 暗褐色 硬質で良い
6 暗褐色 ローム（斑状） 良い

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 やや黒い暗褐色 有り
2 やや明るい暗褐色 有り
3 暗褐色 良い
4 黒褐色 有り
5 暗褐色 ローム（斑状） 有り

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 明褐色 ローム（斑状） 良い
2 明黄灰褐色 多量のローム 良い
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配置状況は整然とはしていない（第２７図）。
【出土遺物】　２１点・２，６５３ｇの礫および礫石器が出土している。このうち４５．７％に被熱のあとがみら
れる。石器は、６点出土している。うちわけは、敲石３点・楔形石器１点・軽石製品１点・凹石１点、
この他に黒曜石・チャートなどの剥片７点がある。土器は、４３９点・１０，３１６ｇ出土している。出土土
器は、すべて覆土一括として取り上げられたものである。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系などで
ある。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系・関山式の土器で全体の９７．０％あり、当該時期を６号
住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２７図１～３・第２８図４・第２９図５～３８・第３０図３９～
６８・第３１図６９～７４に示した。１は、推定口径４２４㎜・現存器高２０４㎜を測る平縁の深鉢形土器である。
口縁の一部に半円形の把手を付す。口縁部文様帯に円形貼付文を有す。３は、推定口径２２４㎜・現存
器高９１㎜を測る波状口縁の深鉢形土器である。４は、推定口径３９３㎜・現存器高３０９㎜を測る平縁の深
鉢形土器である。口縁部文様帯に円形貼付文を有し、以下ループ文・コンパス文・羽状縄文が交互に
施される。６は、片口土器の破片である。２５は、推定口径１０７㎜・現存器高６０㎜を測る平縁の小型深
鉢形土器である。６９～７４は条痕文系土器の口縁部および胴部破片である。出土石器のうち主なもの
を、第３１図７５～８０に示した。７５は、最大長３５．８㎜・最大幅４１．２㎜・最大厚１２．０㎜、重さ２０．０ｇを測る
チャート製の楔形石器である。７６は、残存最大長１１９㎜、重さ１９９ｇを測る軽石製品である。７７は、最
大長１３２㎜を測る菫青石ホルンフェルス製の敲石である。下端に敲打痕が認められる。７８は、最大長
７２㎜を測る珪質頁岩製の敲石である。表裏面中央および一側面に敲打痕が認められる。７９は、現存最
大長１０２㎜を測る、砂岩製の敲石である。表面中央と下端部に敲打痕が認められる。８０は、最大長９０
㎜を測る砂岩製の凹石である。
７号住居跡
【検出位置】　０９９区ＪＦ－２９・３０
【規模ほか】　長軸３．７０ｍ・短軸３．５０ｍ・深さ３２㎝。形状は円形。中央部やや南側よりに炉をもつ。
柱穴は、炉周囲および壁際に数箇所認められるが、その配列は規則的ではない（第３２図）。
【出土遺物】　７点・６８９ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８７．２％に被熱のあとがみられ
る。石器は、打製石斧１点のみである。土器は、１６９点・２，８１３ｇ出土している。出土土器は、すべて
覆土一括として取り上げられたものである。すべて羽状縄文系・関山式のものであり、当該時期を７
号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３２図１～２５・第３３図２６に示した。１～１３は羽状縄文系・
関山式深鉢形土器の口縁部、１４～２５は胴部、２６は底部の破片である。このうち５は、推定口径１８８㎜・
現存器高１１１㎜を測る平縁の深鉢形土器である。口縁部以下に付加条文が施される。
　第３３図２７は、最大長７４㎜・最大幅４６㎜・最大厚２１㎜、重さ８８．５ｇを測る白雲母片岩製の打製石斧で
ある。
８号住居跡
【検出位置】　０９９区ＫＦ－４２
【規模ほか】　長軸２．９２ｍ・短軸１．８４ｍ・深さ３０㎝。形状は楕円形。東側を欠く。柱穴は数箇所認め
られる。規模は小さいが、中央部付近に炉を有するため、小型の住居跡と認定（第３４図）。出土遺物
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がないため、遺構の詳細時期は不明。
９号住居跡
【検出位置】　０９９区ＫＦ－１７・１８・２８
【規模ほか】　長軸５．４６ｍ・短軸４．２６ｍ・深さ３９㎝。形状は隅丸長方形。主軸方向　３４３°。中央部と
そのやや南側に二箇所の炉をもつ。後世の攪乱により床および壁面の一部を失う。柱穴は、壁際およ
び炉周囲に小規模なものが複数認められるが、その配列は整然とはしていない（第３５図）。
【出土遺物】　５点・６７２ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８７．２％に被熱のあとがみられ
る。石器は、楔形石器１点のみである。このほか、黒曜石・チャートなどの剥片４点がある。土器
は、２５点・２５３ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。主体を占めるの
は、羽状縄文系・関山式であり、当該時期を９号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３５図１～５に示した。１～４は胴部破片で、１・２に
はコンパス文がみられる。５は、条痕文系深鉢形土器の口縁部破片である。第３５図６は、最大長２９
㎜・最大幅２９㎜・最大厚７㎜、重さ９．２ｇを測るシルト岩製の楔形石器である。
１０号住居跡
【検出位置】　０９９区ＬＦ－３３・４２・４３
【規模ほか】　長軸５．８２ｍ・短軸４．３０ｍ・深さ５９㎝。形状は隅丸長方形。主軸方向　３５°。中央部とそ
のやや南側に二箇所の炉をもつ（第３６図）。
【出土遺物】　１６点・１，４５５ｇの礫および礫石器が出土している。このうち７０．８％に被熱のあとがみら
れる。石器は、７点出土している。うちわけは、磨石２点・敲石１点・石鏃３点・石鏃未製品１点、
このほか黒曜石・チャートなどの剥片８点がある。土器は、１８０点・３，３５９ｇ出土している。取り上げ
方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系・加曽利Ｂ式などであ
る。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系・関山式で全体の８２．４％あり、当該時期を１０号住居の帰
属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３６図１～１６・第３７図１７～５２に示した。１～１０・１２・１３
は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部、１７～３７は胴部、３８は底部の破片である。１１は、推定口径
１５４㎜・器高１２９㎜・推定底径５８㎜を測る平縁の小型深鉢形土器である。口唇部には山形の貼付文が、
口縁部以下にはループ文・コンパス文・羽状縄文が施される。底面にも縄文が施文される。１４は、推
定口径１８８㎜・現存器高１１９㎜を測る平縁の深鉢形土器である。口縁部以下に羽状縄文・ループ文が施
される。１５は推定口径１１３㎜・現存器高４１㎜を測る平縁の深鉢形土器で、横位・斜位の梯子状文、円
形文がみられる。１６は、推定口径１６９㎜・現存器高５９㎜を測る平縁の浅鉢形土器である。口唇部に細
かい刻み、以下に羽状縄文・コンパス文が施される。３９～５１までは、条痕文系深鉢形土器の口縁部お
よび胴部の破片である。５２は、紐線文をもつ加曽利Ｂ式粗製深鉢形土器の胴部破片である。
　出土石器のうち主なものを、第３７図５３～５９に示した。５３は、最大長１９．１㎜を測るチャート製の石鏃
である。５４は、最大長１５．７㎜を測るチャート製の石鏃である。５５は、最大長１７．３㎜を測る黒曜石製の
石鏃である。片側基部を欠く。５６は、最大長１９．７㎜を測る黒曜石製の石鏃未製品である。５７は、最大
長８４㎜を測る閃緑ひん岩製の敲石である。上下端部に敲打痕がみられる。５８は、残存最大長５１㎜を測
る砂岩製磨石の破片である。５９は、残存最大長４２㎜を測る凝灰質砂岩製磨石の破片である。
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第３３図　７号住居跡出土遺物実測図⑵

第３４図　８号住居跡実測図
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１１号住居跡
【検出位置】　０９９区ＪＦ－５４・６４
【規模ほか】　長軸３．４０ｍ・短軸２．１２ｍ・深さ２０㎝。形状は円形。西側を欠く。柱穴は壁際および炉
周囲に小規模なものが数箇所ある（第３８図）。
【出土遺物】　１２点・１，２７３ｇの礫および礫石器が出土している。このうち７１％に被熱のあとがみられ
る。石器は、砥石１点のみである。このほか、黒曜石・チャートなどの剥片８点がある。土器は、
１６０点・２，７８７ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、条
痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系・関山式で全体のおよそ
８８．９％あり、当該時期を１１号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３８図１～２８に示した。１～９が口縁部の破片、１０～２４
が胴部の破片、２５が底部破片で、文様としては円形の貼付文・ループ文・コンパス文・羽状縄文など
がみられる。第３８図２９は、最大長１０２㎜を測る砂岩製の砥石である。
１２号住居跡
【検出位置】　０９９区ＪＦ－６７・６８・７７・７８
【規模ほか】　長軸４．２４ｍ・短軸３．４２ｍ・深さ３２㎝。形状は隅丸方形。東側を欠く。炉は中央部に一
箇所、その南側に小規模なものが一箇所ある。炉の周囲および壁際に数箇所の柱穴がみられるが、そ
の配列は不規則（第３９図）。
【出土遺物】　３点・３８３ｇの礫および礫石器が出土している。このうち７６％に被熱のあとがみられ
る。石器は、３点出土している。うちわけは、打製石斧１点・楔形石器１点・石核１点、このほか黒
曜石などの剥片３点がある。土器は、１３１点・２，１８９ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱い
のもののみである。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、羽
状縄文系・関山式で全体の９９．２％あり、当該時期を１２号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３９図１～２２に示した。１・２・４～９は羽状縄文系・
関山式深鉢形土器の口縁部、１０～２２は胴部の破片である。３は、推定口径３４８㎜・現存器高１６２㎜を測
る平縁の深鉢形土器である。口縁部以下に、コンパス文・ループ文・羽状縄文が交互に施される。２２
は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。
　第４０図２３は、最大長２７．５㎜・最大幅２５．６㎜・最大厚９．０㎜、重さ６．５ｇを測る頁岩製の楔形石器であ
る。２４は、最大長７７㎜を測る砂岩製の打製石斧である。
１３号住居跡
【検出位置】　０９９区ＪＦ－７６・７７
【規模ほか】　長軸３．６０ｍ・短軸３．００ｍ・深さ４０㎝。形状は長楕円形。南側部分を欠く。炉は中央に
一箇所ある。柱穴は、炉周辺および壁際に小規模なものが数箇所認められるが、その配列は不規則で
ある（第４１図）。
【出土遺物】　７点・７４１ｇの礫および礫石器が出土している。このうち５７．１％に被熱のあとがみられ
る。石器は砥石１点が出土している。このほか、頁岩の剥片１点がある。土器は、２３１点・３，８１６ｇ出
土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系
などである。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系・関山式のもので全体の９９．３％あり、当該時期
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第３８図　１１号住居跡実測図および出土遺物実測図
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を１３号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４１図１～３６に示した。１～３３は、コンパス文・平行線
文・ループ文・付加条文などがみられる深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。３４・３５は、底面
がやや上げ底になる底部の破片である。３６は、条痕文系土器の胴部破片である。第４１図３７は、最大長
９５㎜を測るデイサイト製の砥石である。三面に擦痕状の研磨痕がみられる。
１４号住居跡
【検出位置】　０９９区ＪＦ－８７・８８・９７・９８
【規模ほか】　長軸４．２２ｍ・短軸２．９６ｍ・深さ３７㎝。形状は長方形。主軸方向　３０５°。
中央部に一箇所の炉をもつ。壁際を中心に比較的規則的な配列をした小規模な柱穴をもつ（第４２図）。
【覆土】　暗茶褐色土を主体とする。多量の褐色土塊（テフラ）を含む層もある。
【出土遺物】　１８点・２，５８５ｇの礫および礫石器が出土している。このうち４９．４％に被熱のあとがみら
れる。石器は、４点出土している。うちわけは、磨石２点・凹石１点・石核１点、このほかチャート
の剥片１点がある。土器は、２３６点・３，５８１ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録
した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は、炉の西側付近を中心として床面からやや浮いた位置よ
り出土している。そのすべてが、羽状縄文系・関山式のものであることから、当該時期を１４号住居の
帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４２図１～１１に、覆土一括扱いのものを第４２図１２
～２２・第４３図２３～４８に示した。１～３・５・１５～２８は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部、４・
６～１１・２９～４６は胴部、４７・４８は底部の破片である。主な文様としては、ループ文・コンパス文・梯
子状文・円形貼付文などがある。１２～１４は、片口をもつ土器とみられる。
　出土石器のうち主なものを、第４３図４９～５１に示した。４９は、残存最大長９６㎜を測る両雲母片岩製の
凹石である。５０は、最大長９２㎜を測る輝石安山岩製の磨石である。５１は、最大長１１６㎜を測る輝石安
山岩製の磨石である。
１５号住居跡

第４０図　１２号住居跡出土遺物実測図⑵
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第４２図　１４号住居跡実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 褐色土塊（テフラ）
2 多量の褐色土塊（テフラ）
3 暗黒褐色
4 暗茶褐色
5
6
7 暗茶褐色
8 多量の褐色土塊（テフラ）
9
10
11
12 暗黒茶褐色
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【検出位置】　０９９区ＪＦ－９７・９８、ＪＧ－０７・０８
【規模ほか】　長軸４．８８ｍ・短軸３．４８ｍ・深さ３５㎝。形状は長方形。主軸方向　３０９°。炉は、中央部
に一箇所、その東側に一箇所ある。柱穴は、壁際付近を主体に小規模なものが比較的規則的に配列さ
れる（第４４図）。
【覆土】　暗黒褐色土・暗茶褐色土などを主体とする。褐色土塊（テフラ）を含む層もある。
【出土遺物】　４点・９１５ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９．３％に被熱のあとがみられ
る。石器は、２点出土している。うちわけは打製石斧１点・敲石１点である。土器は、３３点・１，３９９
ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。出土
位置の明確な遺物は、東側の炉付近から床面付近およびこれよりやや浮いた状態でみつかっている。
出土した土器のすべてが、羽状縄文系・関山式のものであることから、当該時期を１５号住居の帰属時
期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４４図１に、覆土一括扱いのものを第４４図２～１３
に示した。１は、波状口縁の深鉢形土器の破片で、梯子状文・円形貼付文・コンパス文などが施され
る。２～５は口縁部、６～１２は胴部、１３は底部の破片である。
　出土石器のうち主なものを、第４５図１４・１５に示した。１４は、最大長１１１㎜を測るデイサイト製の打
製石斧である。１５は、残存最大長１０２㎜を測る砂岩製の敲石である。床面付近から出土している。
１６号住居跡
【検出位置】　０９９区ＪＧ－０６・０７・１６・１７
【規模ほか】　長軸４．７６ｍ・短軸３．２０ｍ・深さ３２㎝。形状は長方形。主軸方向　３３０°。炉は、中央付
近に一箇所とその南側に一箇所ある。柱穴は炉周辺と壁際に小規模なものが数箇所認められる（第４６
図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とするレンズ状の堆積。
【出土遺物】　５点・１，１０５ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８１．６％に被熱のあとがみら
れる。石器は、砥石が１点出土している。このほか、黒曜石の剥片１点がある。土器は、１５６点・
３，６６０ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。
遺物は、中央および南側の炉付近の床面近くから出土している。出土土器のうちわけは、条痕文系・
羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系・関山式のもので全体の９７．１％あ
り、当該時期を１６号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４６図１～５、第４７図６・７に、覆土一括扱いの
ものを第４７図８～３０に示した。１・８～１０は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部、２～５・７・
１１～２３は胴部、２４・２５は底部の破片である。６は、残存器高１９９㎜、胴部最大径２４６㎜を測る深鉢形土
器で、羽状縄文・ループ文が交互に施文される。２６～３０は、条痕文系土器の口縁部および胴部の破片
である。２６は条痕文系深鉢形土器の口縁部、２７～３０は胴部の破片である。第４７図３１は、残存最大長５９
㎜を測る砂岩製砥石の破片である。
１７号住居跡
【検出位置】　０９９区ＪＧ－０５・０６・１５・１６
【規模ほか】　長軸３．８０ｍ・短軸３．５２ｍ・深さ４１㎝。形状は隅丸方形。中央部に炉が一箇所ある。柱
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第４４図　１５号住居跡実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 褐色土塊（テフラ）
2 多量の褐色土塊（テフラ）
3 暗黒褐色 褐色土塊（テフラ）
4 暗黒褐色
5 暗茶褐色
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第４６図　１６号住居跡実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

第４５図　１５号住居跡出土遺物実測図⑵

セクション位置： A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色 褐色土塊（テフラ）ブロック・粒
2 暗黒色
3 暗褐色（やや明褐色）
4 暗褐色
5 暗褐色
6 暗褐色
7 やや明るい暗褐色
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第４７図　１６号住居跡出土遺物実測図⑵
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穴は、壁際および炉近くに数箇所認められる（第４８図）。
【覆土】　暗茶褐色土・暗黒褐色土などを主体とする。褐色土塊（テフラ）を含む層がある。
【出土遺物】　９点・５５５ｇの礫および礫石器が出土している。このうち１３．９％に被熱のあとがみられ
る。石器は、３点出土している。うちわけは、砥石１点・石核１点・磨石１点、このほか珪質頁岩の
剥片１点がある。土器は、７９点・１，８８８ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録し
た点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は、炉付近の床面近くから出土している。出土土器のうちわ
けは、条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系・関山式のもので
全体の９５．６％あり、当該時期を１７号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４８図１～４に、覆土一括扱いのものを第４８図５
～９・第４９図１０～１９に示した。１・３・５～９は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部、４・１０～
１８は胴部の破片である。２は、口径２１２㎜・残存器高１３９㎜を測る平縁の深鉢形土器である。口唇部に
山形の貼付文がある。口縁部以下にループ文・羽状縄文が施される。１９は条痕文系深鉢形土器の口縁
部破片である。
　出土石器を第４９図２０～２２に示した。２０は、最大長５７㎜を測る頁岩製の石核である。２１は、残存最大
長２４㎜を測る凝灰質砂岩製の砥石である。２２は、残存最大長７１㎜を測る砂岩製の磨石である。
１８号住居跡
【検出位置】　０９９区ＪＧ－３５・３６
【規模ほか】　長軸２．７４ｍ・短軸２．７０ｍ・深さ３０㎝。形状は方形。東側を欠く。中央部付近に炉が一
箇所ある（第５０図）。
　出土遺物がないため、遺構の詳細時期は不明。
１９号住居跡
【検出位置】　０９９区ＪＧ－６２・６３
【規模ほか】　長軸５．５０ｍ・短軸２．２８ｍ・深さ５１㎝。形状は長方形。南側を欠く。壁際を中心に小規
模な柱穴が複数めぐる（第５０図）。
　出土遺物がないため、遺構の詳細時期は不明。
２０号住居跡
【検出位置】　０９９区ＩＧ－７９・８８・８９・９０
【規模ほか】　長軸５．５２ｍ・短軸３．２２ｍ・深さ３８㎝。形状は長方形。主軸方向　３０５°。炉は中央やや
西側よりに一箇所ある。柱穴は、壁際および炉付近に小規模なものが複数認められる（第５１図）。
【出土遺物】　１１点・９０８ｇの礫および礫石器が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられ
る。石器および剥片類の出土はなかった。土器は、２００点・２，４５９ｇ出土している。取り上げ方法は、
覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占
めるのは、羽状縄文系・関山式のもので全体の９５．０％あり、当該時期を２０号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５１図１～２０に示した。１～６は羽状縄文系深鉢形土器
の口縁部、７～１４は胴部、１６・１７は底部の破片である。１５は、推定口径３３５㎜・現存器高１０８㎜を測る
平縁の深鉢形土器である。口唇部の一部に山形の貼付文がみられる。口縁部以下にループ文・羽状縄
文を施す。１８～２０は、条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部の破片である。
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第４８図　１７号住居跡実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色 褐色土塊（テフラ）
2 暗茶褐色
3 暗黒褐色 褐色土塊（テフラ）粒
4 暗茶褐色
5 褐色 褐色土塊（テフラ）
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第４９図　１７号住居跡出土遺物実測図⑵
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２１号住居跡
【検出位置】　０９９区ＪＧ－９４・９５、ＪＨ－０４・０５
【規模ほか】　長軸４．５０ｍ・短軸３．９４ｍ・深さ３２㎝。形状は隅丸方形？。炉は、中央部およびその西
側に二箇所ある。柱穴は、炉周囲に数箇所認められるがその配列は不規則（第５２図）。
【覆土】　暗茶褐色土・黒褐色土などを主体とする。褐色土塊（テフラ）を含む層が多い。
【出土遺物】　３２点・９５３ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９７．２％に被熱のあとがみられ
る。石器は、チャートなどの剥片２点がある。土器は、３６８点・６，６７５ｇ出土している。取り上げ方法
は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系
などである。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系・関山式のもので全体の９８．７％あり、当該時期
を２１号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５２図１～９・第５３図１０～２６・第５４図２７～４４・第
５５図４５～４７に、覆土一括扱いのものを第５５図４８～８２・第５６図８３～１０１に示した。なお、このうち５２～
１０１は本遺構の上に位置する古墳下層として取り上げられた遺物である。１～１０・４８・４９・５２～６７は
羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部、１１～４３・５０・６８～９４は胴部、４４・４５・９５・９６は底部の破片
である。２は、推定口径３００㎜・現存器高１４６㎜を測る平縁の深鉢形土器である。口縁部以下、羽状縄
文を施す。１９は、現存器高１７９㎜・推定胴部最大径２６３㎜を測るやや胴の張る深鉢形土器である。コン
パス文・ループ文・鋸歯状の平行線文・付加条文などが施される。２７は、現存器高２５５㎜・推定胴部
最大径４６６㎜を測る、胴部から底部にかけての屈曲のきつい深鉢形土器である。４４は現存器高１０１㎜・
推定底径７８㎜を測るもので、底部近くにコンパス文がみられる。５１・９７～９９は、条痕文系深鉢形土器
の口縁部および胴部の破片である。１００は称名寺式深鉢形土器の口縁部破片、１０１は紐線文を施す加曽
利Ｂ式深鉢形粗製土器の口縁部破片である。
２２号住居跡
【検出位置】　０９９区ＭＧ－８１・８２
【規模ほか】　長軸３．８２ｍ・短軸３．６６ｍ・深さ１８㎝。形状は楕円形。中央部付近に一箇所の炉がある。
柱穴は不明（第５７図）。
【出土遺物】　４点・２８９ｇの礫および礫石器が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられ
る。石器は、チャートなどの剥片４点がある。土器は、１７２点・２，９１８ｇ出土している。取り上げ方法
は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体
を占めるのは、羽状縄文系・関山式のもので全体の９９．４％あり、当該時期を２２号住居の帰属時期とみ
る。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第５７図１～１３・第５８図１４に示した。１は羽状縄文系・関
山式深鉢形土器の口縁部、２～６・８～１１は胴部、１２は底部の破片である。７は推定口径１７０・１４０
㎜、現存器高９９㎜を測る片口をもつ深鉢形土器である。比較的小型の製品である。１４は、推定口径
４１４㎜・現存器高１７２㎜を測る波条口縁をもつ深鉢形土器である。口唇部には、山形の貼付文を施す。
口縁部文様帯には、鋸歯状または曲線を描く梯子状文、円形の貼付文がみられ、以下に羽状縄文・コ
ンパス文・ループ文が施される。１３は、条痕文系深鉢形土器の口縁部破片である。
２３号住居跡
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第５２図　２１号住居跡実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 やや暗い黒褐色 褐色土塊（テフラ）
2 黒褐色 褐色土塊（テフラ）・若干のローム粒
3 暗黒褐色 褐色土塊（テフラ）
4 暗褐色 褐色土塊（テフラ）
5 暗茶褐色 褐色粒土
6 暗茶褐色
7 焼土塊
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第５３図　２１号住居跡出土遺物実測図⑵
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【検出位置】　セ７２区２Ｂ－Ｄ １
【規模ほか】　長軸３．３０ｍ・短軸３．１３ｍ・深さ２８㎝。形状は円形。炉は、中央部に一箇所みられる。
炉覆土内からは焼土および微量の炭化物が検出された。柱穴はみつかっていない（第５９図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。ローム粒を含む層が多い。一部に貝層がみられる（炉の南脇）。貝
層は住居跡覆土の中心部よりに、長軸２４・短軸１８・厚さ１０㎝ほどの規模で形成されていた。
【出土遺物】　２１８点・５，５８４ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９０．８％に被熱のあとがみ
られる。石器は、８点出土している。うちわけは、敲石１点・磨石１点・石鏃５点・石鏃未製品１点、
このほか黒曜石などの剥片３点がある。土器は、３６７点・６，６５６ｇ出土している。取り上げ方法は、平
面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。うちわけは、沈線文系・条痕文系・羽状縄
文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系土器で全体の９９．１％あり、当該時期を２３号住
居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第５９図１～８・第６０図９～２６・第６１図２７～３０に、
覆土一括扱いのものを第６１図３１～４５・第６２図４６～５３に示した。１～９・３１～４２は条痕文系深鉢形土器

第５６図　２１号住居跡出土遺物実測図⑸
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第５７図　２２号住居跡実測図および出土遺物実測図⑴
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第５８図　２２号住居跡出土遺物実測図⑵
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第５９図　２３号住居跡実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置： A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 少量のローム粒
2 暗褐色 少量のローム粒・ソフトローム
3 暗褐色 やや多量のローム粒・少量のソフトローム・ロームブロック（小）

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 少量のローム粒
2 暗褐色 少量のローム粒・ソフトローム
3 暗褐色 やや多量のローム粒・少量のソフトローム・ロームブロック（小）
4 微量の焼土・炭化物
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第６０図　２３号住居跡出土遺物実測図⑵
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第６１図　２３号住居跡出土遺物実測図⑶
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第６２図　２３号住居跡出土遺物実測図⑷
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の口縁部、１０～２９・４３～５１は胴部、３０・５２は底部の破片である。４は、条痕文系土器の口縁部破片
で、口唇部には連続して刻みを施し、口縁部には押し引き沈線や沈線による区画内を連続刺突文で充
填する。また区画の交点など要所には円形文を施す。５３は沈線文系深鉢形土器の胴部破片である。
　出土石器を第６２図５４～６１に示した。５４～５９は黒曜石製の石鏃である。５８は、その形状から未製品と
みられる。６０は、最大長６０㎜を測る輝石安山岩製の敲石である。表裏面の中央部に敲打痕がみられ
る。６１は、最大長９１㎜を測る砂岩製の磨石である。
２４号住居跡
【検出位置】　セ７２区４Ａ－Ａ３
【規模ほか】　長軸３．２５ｍ・短軸２．５４ｍ・深さ２１㎝。形状は楕円形。中央部に一箇所の炉がある。柱
穴は検出されていない（第６３図）。
【覆土】　暗褐色土・黒褐色土などを主体とする。ローム粒・ソフトロームを含む層が多い。
【重複関係】　北側・西側・南側で、０１６・０２９・０３１号遺構と重複する。
【出土遺物】　２８点・８２９ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器は出
土していない。土器は、３２点・３４１ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみであ
る。出土土器のすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を２４号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第６３図１～７に示した。条痕文系深鉢形土器の口縁部お
よび胴部の破片である。
２５号住居跡
【検出位置】　セ７３区Ｃ３－Ｇ・Ｋ
【規模ほか】　長軸６．１４ｍ・短軸３．０５ｍ・深さ４６㎝。形状は隅丸方形。東側部分を欠く。炉は検出さ
れていない。柱穴は、壁際および中央部付近に数箇所規模の小さなものがみつかっている（第６４図）。
【覆土】　暗褐色土・暗茶褐色土などを主体とする。
【重複関係】　南側で、２００号遺構と重複する。
【出土遺物】　４点・１，０２１ｇの礫および礫石器が出土している。このうち６０．９％に被熱のあとがみら
れる。石器は、磨石・敲石１点が出土している。このほか、黒曜石などの剥片３点がある。土器は、
１０６点・１，６３２ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。出土土器のすべて
が条痕文系のものであることから、当該時期を２５号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第６５図１～１５に示した。条痕文系深鉢形土器の口縁部お
よび胴部・底部の破片である。第６５図１６は、残存最大長８３㎜を測る輝石安山岩製磨石・敲石の破片で
ある。
２６号住居跡
【検出位置】　セ７３区Ｅ６－Ａ・Ｂ
【規模ほか】　長軸３．１３ｍ・短軸３．０８ｍ・深さ４０㎝。形状は楕円形？。炉および柱穴は検出されてい
ない（第６６図）。
【覆土】　暗褐色土・褐色味強い黒褐色土などを主体とする。
【出土遺物】　２点・２３ｇの礫および礫石器が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられ
る。石器は、２点出土している。うちわけは、石鏃２点、このほか黒曜石の剥片１点がある。土器は
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第６４図　２５号住居跡実測図

第６３図　２４号住居跡実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 黒褐色土・黄褐色土
2 暗黄褐色 暗褐色土・黒褐色土
3 暗褐色＋黄褐色 暗黄色土
4 暗褐色
5 黄褐色
6 暗褐色 暗黄褐色土
7 暗褐色＋やや暗い黄褐色
8 暗茶褐色 黄褐色土
9 暗茶褐色 黄灰褐色土（斑状）・黄褐色土
10 暗茶褐色 少量の黄褐色土粒
11 13.14層より黄褐色味強い暗褐色 ローム粒
12 15層より褐色味強い暗褐色 少量のローム粒
13 黒色味強い暗褐色
14 黒色味強い暗褐色 少量の暗黄褐色土 良い
15 16層より更に黒色味強い暗褐色 少量の焼土粒・少量の暗黄褐色土
16 黒色味強い暗褐色 ローム粒・焼土粒・暗黄褐色土
17 褐色味強い暗褐色 ごく少量の黄褐色土
18 暗黄褐色 暗褐色土

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 少量のソフトローム・ローム粒・焼土粒
2 暗褐色 多量のソフトローム・少量のローム粒・焼土粒
3 暗褐色 多量のソフトローム・ローム粒・焼土粒
4 暗褐色 やや多量のソフトローム・焼土
5 暗褐色 焼土
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第６５図　２５号住居跡出土遺物実測図
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１０５点・１，４７９ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。出土土器のすべて
が条痕文系のものであることから、当該時期を２６号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第６６図１～１６に示した。条痕文系深鉢形土器の口縁部お
よび胴部の破片である。第６６図１７は、残存長１８．５㎜を測るチャート製の尖頭器の先端部破片である。
１８は、最大長１１．０㎜を測る黒曜石製石鏃である。
２７号住居跡
【検出位置】　セ２８区Ｉ６－０３・０６・０７・１０・１１・１４・１５
【規模ほか】　長軸１２．７２ｍ・短軸６．３６ｍ・深さ１３６㎝。形状は長台形。主軸方向　２５°。炉は検出され
ていない。柱穴は、壁際およびその内側に長方形に規則的に配置される（第６７図）。
【覆土】　暗茶褐色土・黒褐色土などを主体とする。一部に貝層がみられる。貝層は住居跡覆土の東
半部に１４箇所のブロック状に形成され、その規模は長軸９．９ｍ・短軸３．１ｍ・厚さ６０㎝ほどの規模で形
成されていた。貝層は概ね混土貝層で、マテガイや灰などが集中する層もみられた（第６８・６９図）。
【その他】　長軸１２ｍを越える天神台遺跡では最も規模が大きな住居跡であり、貝層中やその上下部
分から多量のシカ・イノシシなど獣骨が検出された（第６４４～６４６図）。
【出土遺物】　９１８点・２５，４４２ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８２．６％に被熱のあとがみ
られる。礫は、住居の北側を中心に南側にかけて分布し、層位的には床面から浮いた状態で覆土中層
付近に多く検出されている（第７１図）。石器は、３０点出土している。うちわけは、石鏃７点・石鏃未
製品１点・楔形石器４点・ＲＦ４点・ＵＦ１点・磨石６点・敲石５点・石皿２点、このほか黒曜石・
チャートなどの剥片５６点がある。土器は、３，８０５点・７３，０２２ｇ出土している。住居の北東部を中心に
南側へ分布し、層位的には床面から浮いた状態で覆土中層付近に多く検出されている（第７０図）。取
り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。うちわけは、撚糸文系、
撚糸文系（無文）、条痕文系、一部に縄文の施文がある条痕・縄文、羽状縄文系、加曽利Ｂ式、安行
式などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系土器で全体の９８．７％あり、当該時期を２７号住居
の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第７２図１～１０・第７３図１１～２４・第７４図２５～３６・第
７５図３７～４８・第７６図４９～７２・第７７図７３～９０・第７８図９１～１０２・第７９図１０３～１１６・第８０図１１７～１２５に、
覆土一括扱いのものを第８０図１２６～１３７・第８１図１３８～１６８・第８２図１６９～１９１・第８３図１９２～２２１・第８４図
２２２～２４０・第８５図２４１～２６４に示した。１～６４・１２２・１２６～１３４・１３６・１３８～２０３は条痕文系深鉢形土器
の口縁部、６５～１０９・１３５・１３７・２０４～２４９は胴部、１１０～１２１・２５０～２５４は底部の破片である。１は、
推定口径３４９㎜・現存器高１３６㎜を測る緩い波状口縁となる深鉢形土器である。口縁下に刺突文を連続
配置する横位・斜位の隆帯がめぐる。口唇部には斜位の深い刻みが連続して付される。２４は、推定口
径４３８㎜・現存器高２２１㎜を測る平縁の深鉢形土器である。口縁下に上部に刺突文を付す横位の隆帯が
めぐり、その間に縦位４条の刺突文列がみられる。口唇部にはキザミが付される。１５９は、推定口径
１５４㎜・現存器高６０㎜を測る平縁の小型深鉢形土器である。１２２・１３１・１３２・１３４～１３７は一部に縄文が
施文される条痕文系土器である。２５５～２６１は、撚糸文系土器の口縁部および胴部破片である。１２２・
２６２は羽状縄文系深鉢形土器の口縁部、１２４・２６３は羽状縄文系深鉢形土器胴部の破片である。１２５は安
行式粗製深鉢形土器の口縁部破片である。２６４は紐線文をもつ加曽利Ｂ式の深鉢形粗製土器口縁部で

－72－



1

2

3

4

5

6

7 8

9 10 11

12 13
14

15
16

17 18

木 棺 墓

A

A'

方墳周溝
土拡墓

A A'
25.60m

12 2

第６６図　２６号住居跡実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 褐色味強い黒褐色 暗黄褐色土・暗褐色土
2 暗褐色 多量の暗黄褐色土
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セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 褐色ブロック・テフラブロック
2 黒褐色 多量の褐色粒・若干のロームブロック
3 黒色 多量のローム粒
4 暗褐色
5 黒褐色 多量のローム
6 黒褐色 多量の褐色土
7 暗褐色
8 暗褐色 多量のローム粒
9 黒褐色
10 暗褐色
11 暗茶色 ローム粒・ロームブロック
12 暗茶色 ローム粒・ロームブロック
13 黒色 ローム粒
14 黒褐色 多量のローム粒
15 暗褐色 ローム粒
16 暗褐色 ローム粒・ロームブロック
17 暗茶色 ローム土・ブロック・ローム粒
18 暗茶褐色 多量のローム粒・焼土粒
19 黒褐色 多量の茶褐色ブロック
20 暗茶褐色 多量の焼土粒
21 暗褐色
22 ロームブロック
23 暗茶褐色
24 暗茶色 ローム粒・ロームブロック
25 暗黒茶褐色
26 暗茶褐色 暗いローム粒・ロームブロック
27 暗茶褐色 ローム粒・ロームブロック
28 暗茶褐色 ローム粒・ロームブロック・褐色土ブロック
29 暗褐色 多量のローム粒
30 暗茶褐色 多量のローム粒
31 暗褐色 多量のローム粒
32 暗茶褐色
33 暗茶褐色 ローム粒・褐色土・若干のロームブロック
34 暗黒茶褐色 多量のローム粒
35 黒色
36 暗黒茶褐色 多量のローム粒
37 暗茶褐色 ローム粒
38 暗茶褐色 ローム粒・褐色土・若干のロームブロック
39 暗茶色 ロームブロック 硬い

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色
2 暗黒褐色 多量のテフラ
3 黒褐色
4 黒褐色 多量のテフラ
5 暗黒色
6 暗黒色 若干のテフラ 硬い
7 暗茶色
8 黒色
9 黒褐色 多量の褐色土粒
10 暗黒褐色
11 黒褐色 若干のテフラ
12 暗黒色
13 暗茶褐色 多量のローム粒・若干のロームブロック
14 暗黄褐色 ロームブロック
15 焼土
16 暗黄色 ロームブロック・ローム粒・若干の褐色土粒
17 暗黄褐色 ロームブロック・ローム粒
18 暗黄色
19 16層より暗い暗茶色 ローム粒・ロームブロック
20 若干のロームブロック・暗茶褐色土粒
21 暗茶褐色
22 暗茶褐色 ローム粒
23 ロームブロック

セクション位置：C－C'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色
2 暗黒褐色
3 暗褐色
4 暗茶褐色
5 黒褐色 多量のテフラ
6 暗茶褐色 ローム粒・ロームブロック
7 暗褐色 若干のロームブロック
8 暗褐色 多量のローム粒・ロームブロック
9 暗褐色 多量のローム粒
10 暗黄色
11 暗茶褐色
12 暗黄色 ロームブロック
13 暗黒茶褐色
14 黒褐色
15 暗茶褐色 多量の褐色土
16 焼土
17 暗茶色
18 暗茶色
19 暗茶褐色 ローム粒・ロームブロック
20 暗茶色 ローム粒・ロームブロック

セクション位置：D－D'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色 多量のテフラブロック
2 黒褐色
3 テフラ
4 暗黒茶褐色 ローム粒・褐色土粒
5 黒褐色
6 暗黒茶褐色
7 暗茶褐色
8 暗茶褐色 テフラブロック・ローム粒
9 暗茶褐色土粒
10 暗黒褐色
11 暗黒茶褐色
12 暗黄褐色 ロームブロック・ローム粒子・若干の褐色粒土
13 ロームブロック
14 暗茶褐色
15 暗茶色
16 暗黄褐色
17 暗黄褐色 ロームブロック・ローム粒
18 暗黄褐色 ロームブロック・ローム粒
19 暗茶褐色 ロームブロック・ローム粒・褐色土粒
20 暗茶褐色 ロームブロック・多量の焼土粒
21 暗茶色
22 暗茶褐色 ローム粒・若干のロームブロック
23 暗黄褐色 ロームブロック
24 暗茶褐色 やや硬い
25 暗茶褐色 良い

セクション位置：B－B'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層 S11
Ⅱ 混土貝層 S12
Ⅲ 混土貝層 S22
Ⅳ 混土貝層 マテガイ 灰・S22

セクション位置：C－C'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層 S27
Ⅱ 混土貝層 S11

セクション位置：D－D'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層 S11・21
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　出土石器のうち主なものを、第８６図２６５～２８１・第８７図２８２～２９１・第８８図２９２～２９４に示した。２６５～
２７２は、チャートおよび頁岩製の石鏃である。２７１は、その形状から未製品とみられる。２７３～２７６は、
チャート・珪質頁岩・無斑晶質安山岩製の楔形石器である。２７７・２７９・２８０・２８１はチャート・安山岩
製のＲＦ、２７８は砂質頁岩製のＵＦである。２８２・２８３は、多孔質安山岩製の石皿の破片である。２８４・
２８８は砂岩製の敲石、２８５・２８７はチャート製の敲石、２８６は輝石安山岩製の敲石である。２８９は石英斑
石製の磨石、２９０は流紋岩質凝灰岩製の磨石、２９１は多孔質輝石安山岩製の磨石、２９２は砂岩製の磨
石、２９３・２９４は輝石安山岩製の磨石である。
２８号住居跡
【検出位置】　セ２８区Ｉ９－０８
【規模ほか】　長軸（６．２８）ｍ・短軸３．９２ｍ・深さ２４㎝。形状は長台形？。主軸方向　４０°（第８９図）。
【覆土】　黒褐色土・暗茶褐色土などを主体とする。
【重複関係】　古墳周溝と重複のため南側消失。北側と東側の一部も別の古墳周溝との重複により消
失。西側の一部も古墳主体部と重複。
【その他】　中央付近に炉穴あり（２８０号）。
【出土遺物】　２１点・１，４０５ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器は
出土していない。土器は、５０点・７９１ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した
点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は、中央部床面付近およびやや浮いた位置から出土している。
うちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系土器で全体の
９９．６％あり、当該時期を２８号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第８９図１・２に、覆土一括扱いのものを第８９図３

第８８図　２７号住居跡出土遺物実測図⒄
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第８９図　２８号住居跡実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 多量の黒褐色土粒・ローム
2 1よりやや明るい黒褐色 多量の黒褐色土粒・ローム
3 暗茶褐色
4 暗茶褐色
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～１１に示した。条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部の破片である。
２９号住居跡
【検出位置】　セ２８区Ｈ１０－０５・０９
【規模ほか】　長軸（３．５８）ｍ・短軸３．０６ｍ・深さ４４㎝。形状は隅丸長方形。主軸方向　２８°。北側は
消失する。炉は南側壁際付近に一箇所検出されている。柱穴は、壁際および中央長軸方向に二列配置
される（第９０図）。
【覆土】　暗黒褐色土・黒褐色土などを主体とする。一部に貝層がみられる。貝層は住居跡覆土の北
西よりの中心部分に、長軸２５４・短軸２２２・厚さ２６㎝ほどの規模で形成されていた。貝層は、土のやや
多い混貝土層であった。
【出土遺物】　１点・３３ｇの礫が出土し、被熱のあとがみられる。石器は、無斑晶質安山岩の剥片１
点がある。土器は、１２２点・４，６７７ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あ
げのみである。遺物は、住居中央部を中心に床面からやや浮いた位置で検出されている。土器は貝層
上部・貝層中・貝層下部から、骨類は貝層中・貝層下からまとまって検出された。土器のうちわけは、
撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系土器で全体の９８．８％あり、当
該時期を２９号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第９０図１・第９１図２～１１・第９２図１２～２１・第９３図２２～３１
に示した。１は、推定口径３１２㎜・現存器高１６８㎜を測る緩い波状口縁となる深鉢形土器である。口縁
下には上下に刺突文を付す横位の隆帯がめぐり、また波頂部には同様の隆帯が縦位に施される。２
は、推定口径１７４㎜・残存器高１８１㎜を測る緩い波状口縁となる深鉢形土器である。１３は、推定口径
１００㎜・現存器高１２９㎜を測る平縁の小型深鉢形土器である。２８は、現存器高１０４㎜・底径６７㎜を測る
平底の深鉢形土器である。３～１２は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１４～２７は胴部、２８・２９は底部の破
片である。３０は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、３１は胴部の破片である。
３０号住居跡
【検出位置】　セ２８区Ｇ１１－１４・１５、Ｈ１１－０２・０３・０６・０７
【規模ほか】　長軸７．８８ｍ・短軸４．９４ｍ・深さ２８㎝。形状は長台形。主軸方向　３５７°。炉は検出され
ていない。柱穴は、壁際に配列される浅いものと、住居の長軸方向に３本が二列に並ぶ深いものがみ
られる（第９４図）。
【覆土】　暗褐色土・暗茶褐色土などを主体とする。
【重複関係】　古墳周溝・方形周溝暮と重複するため、壁面および床面の一部を欠失する。
【出土遺物】　３９点・２，３１９ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８２．６％に被熱のあとがみら
れる。石器は、３点出土している。うちわけは、敲石１点・磨石１点・楔形石器１点、このほか黒曜
石の剥片１点がある。土器は、１１７点・１，９５０ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記
録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は、床面よりやや浮いた位置から出土している。うちわ
けは、撚糸文系・条痕文系である。このうち主体を占めるのは、条痕文系土器で全体の９８．４％あり、
当該時期を３０号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第９５図１～１０に、覆土一括扱いのものを第９５図１１
～２５に示した。１・１１～１７は条痕文系深鉢形土器の口縁部、２～７・１８～２５は胴部の破片である。８
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第９０図　２９号住居跡実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色 多量のローム
2 暗黒褐色
3 黒色 多量のローム
4 暗黒褐色
5 黒褐色 多量のローム
6 暗黒褐色
7 黒褐色 ローム粒・ロームブロック
8 暗黒褐色
9 暗茶色 ローム粒
10 暗褐色

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混貝土層

－98－



A

A'

a a' a a'

1
2

3
4

5 67 8 910

26.90mA A' 26.90ma a'

I

a a' a a'

a a'a a'

1

2

3
4

5
6･25

7

8

9

10

11

12

13

14
15

16
17

18

19

20

21

22

23

24

26

27

28 29

30

1

2

3

4

5
6･25

78
9

10 11

12

13

14 15

16
17

18

19

20
21

22

23

24

26

2728

29
3026.90m 26.90m

31

31

1

2

3 4
5

6

7

8

9
10

11

第９１図　２９号住居跡出土遺物実測図⑵
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第９２図　２９号住居跡出土遺物実測図⑶
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第９４図　３０号住居跡実測図および遺物出土状況図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色
2 暗褐色
3 暗茶褐色
4 暗褐色
5 暗茶色
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第９５図　３０号住居跡出土遺物実測図
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～１０は、撚糸文系土器の口縁部および胴部の破片である。
　出土石器を、第９５図２６～２８に示した。２６は、最大長２１．９㎜・最大幅２４．７㎜・最大厚１２．２㎜・重さ
６．３ｇを測るチャート製の楔形石器である。２７は、最大長１２７㎜を測る砂岩製の敲石である。表裏面の
中央付近に敲打痕が認められる。２８は、残存最大長６７㎜を測る多孔質安山岩製の磨石である。
３１号住居跡
【検出位置】　セ２８区Ｊ９－０３・０４・０７・０８、Ｊ１０－０１・０５
【規模ほか】　長軸１０．３０ｍ・短軸５．６２ｍ・深さ７４㎝。形状は長台形。主軸方向　１０４°。炉は検出され
ていない。柱穴は、壁際およびその内側に長方形に規則的に配置される。内側に配列される柱穴に
は、規模のやや大きなものが６本あり、これらは等間隔に並び深さも他よりやや深い（第９６図）。
【覆土】　暗茶褐色土・黒色土などを主体とする。一部に貝層がみられる。貝層は住居跡覆土の東端
部に４箇所、さらに西端部に１箇所ブロック状に分かれ、長軸２４０・短軸１９２・厚さ２８㎝ほどの規模で
形成されていた。
【出土遺物】　７１点・９，２６８ｇの礫および礫石器が出土している。このうち７６．７％に被熱のあとがみら
れる。石器は、１１点出土している。うちわけは、尖頭器１点・石鏃２点・磨製石斧１点・磨石６点・
敲石１点、このほか黒曜石・チャートの剥片３点がある。土器は、７５１点・１７，２１１ｇ出土している。
取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は、住居の東西よ
りにややまとまって分布し、床面付近およびこれよりやや浮いた位置から出土している（第９７図）。
土器のうちわけは、撚糸文系・撚糸文系（無文）・条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体
を占めるのは、条痕文系のもので全体の９６．５％あり、当該時期を３１号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第９７図１・２、第９８図３～１０、第９９図１１～１７に、
覆土一括扱いのものを第９９図１８～２５・第１００図２６～５１・第１０１図５２～７５・第１０２図７６～１１０に示した。１
～７・１８～５１は条痕文系深鉢形土器の口縁部、８～１６・５２～８９は胴部、９０～９６は底部の破片である。
このうち１・２・５は、緩やかな波状口縁となるもので、波頂部から垂下する刺突を有する隆帯と同
様の横位の隆帯がみられる。また１９は波頂部に環状の把手がある。１７・９７～１０５は、撚糸文系深鉢形
土器の口縁部および胴部破片である。
　出土石器を第１０３図１１１～１２１に示した。１１１は、残存長２０．５㎜を測る緻密質安山岩製尖頭器の先端部
破片である。１１２・１１３は、無斑晶質安山岩・安山岩製の石鏃で、いずれも先端部を欠く。１１４は、最
大長４８㎜を測る凝灰質砂岩製の磨製石斧である。１１５は輝石安山岩製の敲石で表裏面中央に敲打痕を
のこす。１１６～１２１は砂岩製の磨石である。
３２号住居跡
【検出位置】　セ２８区Ｊ１０－０６・０７・０８・１０・１１
【規模ほか】　長軸１０．４０ｍ・短軸５．４０ｍ・深さ７８㎝。形状は長台形。主軸方向　７９°。柱穴は、壁際
およびその内側に長方形に規則的に配置される。炉は検出されないが、中央付近に長軸５０㎝ほどの規
模の集積が二箇所みられる。なおこの集石の底面は、床面よりやや浮いた位置にある（第１０４図）。
【覆土】　暗褐色土・暗黒褐色土などを主体とする。一部に貝層がみられる。貝層は住居跡覆土の中
心部より北西部分に、長軸４６５・短軸１６５・厚さ４２㎝ほどの規模で形成されていた。貝層は、上から混
貝・混貝～純貝・混土～混貝・混貝と貝の密度が異なる概ね４つの層で構成されている（第１０５図）。
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第９６図　３１号住居跡実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色土ブロック・ローム粒
2 黒色 ローム粒
3 黒色土ブロック・黒褐色土ブロック・多量のローム粒
4 暗茶褐色土粒・ローム粒・ロームブロック
5
6
7 暗茶褐色 ローム粒・ロームブロック
8 やや明るい褐色 硬質
9 褐色 ロームブロック・ローム粒 硬質

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混貝土層
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第９７図　３１号住居跡遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴
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第９８図　３１号住居跡出土遺物実測図⑵
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セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色土ブロック・暗褐色土ブロック
2 暗黒褐色 黒色土ブロック・テフラブロック土
3 暗黒褐色
4 暗褐色 褐色土粒・ローム粒多
5 やや暗い暗褐色 ブロック土
6 やや密な暗褐色
7 暗褐色 ローム粒・褐色土・若干のブロック
8 4層より暗い暗褐色
9 褐色 ローム粒・若干のロームブロック
10 暗黒茶色
11 やや暗い褐色
12 褐色 ローム粒・多量のロームブロック
13 やや暗い褐色
14 暗褐色 ローム粒・褐色土粒
15 暗黒褐色
16 焼土・炉穴覆土

セクション位置：貝層  A ～ H
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混貝土層 ハマグリ
Ⅱ 混貝～純貝層 ハマグリ・マガキ
Ⅲ 混土～混貝土層 獣骨含む
Ⅳ 混貝土層 細片となった貝含む
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【出土遺物】　１，２０１点・５７，１４６ｇの礫および礫石器が出土している。このうち住居内集石ではすべて
に、覆土一括分では９１．４％、貝層中は７４．８％に被熱のあとがみられる。石器は、５９点出土している。
うちわけは、尖頭器３点・石鏃１２点・石錐２点・楔形石器１点・楔状石器２点・ＲＦ４点・石核３点・
敲石６点・磨石４点・石皿１点・砥石２点・軽石１９点、このほか黒曜石・チャートなどの剥片３２点が
ある。土器は、３，６３０点・５８，２５１ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あ
げ、一括扱いの両方がある。遺物は、壁際を除く遺構全域に分布し、床面付近から覆土上層に至るま
で多量に出土している。土器と礫類に分布上の差は認められない（第１０６・１０７図）。また、貝層部分
では、その内部および上下面より、多量の獣骨類が検出された。土器のうちわけは、撚糸文系、撚糸
文系（無文）、条痕文系、一部に縄文の施文がみられる条痕・縄文、羽状縄文系、浮島式、加曽利Ｂ
式、曽谷式などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系土器で全体の９５．０％あり、当該時期を
３２号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第１０７図１～９・第１０８図１０～２５・第１０９図２６～５５・
第１１０図５６～６８・第１１１図６９～８０・第１１２図８１～８５に、覆土一括扱いのものを第１１２図８６～１０３・第１１３図
１０４～１２４・第１１４図１２５～１５７・第１１５図１５８～１８０・第１１６図１８１～２１０・第１１７図２１１～２５１に示した。１～
２７・８６～１２４・１８８・１８９は条痕文系深鉢形土器の口縁部、２８～７４・１２５～１８７・１９０～１９２は胴部、７５～
８２・１９３～２０２は底部の破片である。１９は、口径２４４㎜・現存器高３００㎜を測る深鉢形土器で、口縁部に
は５箇所の波頂部をもつ。文様は内外面とも横および斜方向の条痕文が施されるのみである。８１は、
現存器高１１９㎜・推定底径７０㎜を測る平底の深鉢形土器底部で、表裏面に斜位の条痕が施されるほか
底面にも同様の施文が認められる。１０５は、推定口径１１５㎜・現存器高１３２㎜を測る平縁の深鉢形土器
である。胴部上半に横位幅広の窪みがめぐる。２６・２７・１８８～１９２は一部に縄文が施文される土器であ
る。８３・８４・２０３～２２９は、撚糸文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。２３０～２４７は羽状縄文
系深鉢形土器で、多くは関山式とみられる。２４８・２４９は前期後葉・浮島式、２５０は紐線文をもつ加曽
利Ｂ式粗製深鉢形土器の口縁部、２５１は曽谷式の台付土器とみられる。
　出土石器のうち主なものを、第１１８図２５２～２７３・第１１９図２７４～２８３に示した。２５２は、最大長４５．３㎜
を測る頁岩製の尖頭器である。２５３は、残存最大長３４．４㎜を測る基部を欠くチャート製の尖頭器であ
る。２５４～２６５は、黒曜石・チャート・頁岩・安山岩製の石鏃である。２６６は黒曜石製の石鏃未製品で
ある。２６７はチャート製の石錐である。２６８は、最大長４１．２㎜をはかるチャート製の尖頭器である。
２６９・２７０・２７４・２７５は、黒曜石・頁岩製のＲＦである。２７３は、最大長３３．８㎜を測る無斑晶ガラス質
安山岩製の楔形石器である。２７１・２７２は、無斑晶質ガラス質安山岩製の楔状石器である。２７６は、最
大長９３㎜を測る頁岩製の石核である。２７７は、砂岩製の砥石である。２７８は、多孔質輝石安山岩製の石
皿破片である。２７９は、チャート製の敲石である。表裏面中央に敲打痕をのこす。２８０・２８１は、砂岩・
チャート製の敲石である。２８２・２８３は、砂岩製の磨石である。
３３号住居跡
【検出位置】　セ２８区Ｊ１０－１２・１６、Ｊ１１－０５・０６・０９・１０・１３
【規模ほか】　長軸１３．５６ｍ・短軸７．１０ｍ・深さ１００㎝。形状は長台形。主軸方向　５９°。
　炉は検出されていないが、西端中央部に直径１ｍほどの規模の集石が一箇所みられる。なおこの集
石の底面は、床面よりやや浮いた位置にある。柱穴は、壁際およびその内側に長方形に規則的に配置

－129－



a'

c

B'

d

a

A

e
b

d'

B

c'

b'
A'e'

C'C

c'c
25.70m

C'

C'

C

C
24.60m

1

2 3

25.60m

B

A

1
23

14

5

6
7

8 9
10
11

12

1315 16
1718 19

20

25.60m
B'

A'

d
25.70m

a
25.70m

e
25.70m

b
25.70m

a'

e'

b'

4

32

33

36

34

35

31

30
29

28

10B

13

9
10

11

3
2

1

23

9B 21
19
20 22

26
27

24
25

d'

第１２０図　３３号住居跡実測図⑴

セクション位置：C－C'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 中型礫
2 ローム粒・焼土粒 木炭層
3 暗茶褐色 ロームブロック・ローム粒

－130－



a'

c

B'

d

a

A

e
b

d'

B

c'

b'
A'e'

C'C

c'c
25.70m

C'

C'

C

C
24.60m

1

2 3

25.60m

B

A

1
23

14

5

6
7

8 9
10
11

12

1315 16
1718 19

20

25.60m
B'

A'

d
25.70m

a
25.70m

e
25.70m

b
25.70m

a'

e'

b'

4

32

33

36

34

35

31

30
29

28

10B

13

9
10

11

3
2

1

23

9B 21
19
20 22

26
27

24
25

d'
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セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 テフラブロックローム粒・黒色土ブロック
2 暗黒褐色 褐色土ブロック・テフラブロック・ローム粒
3 暗黒茶褐色 ローム粒・ローム粒ブロック（小）・焼土塊
4 暗黒茶褐色 ローム粒・若干の褐色土ブロック（テフラ）
5 暗黒茶褐色
6 暗褐色 少量のローム粒
7 暗褐色 ローム粒・褐色土ブロック
8 多量のローム粒
9 暗茶褐色 ローム粒・ロームブロック（小）

10 暗黄色 ローム粒・ロームブロック・ロームブロック（大）・
褐色土粒

11 （茶色）暗黄褐色 ローム粒・ロームブロック・褐色土粒
12 11よりやや暗い暗黄褐色
13 暗褐色 ローム粒・ロームブロック（やや密）
14 暗褐色 ローム粒
15 茶褐色 ローム粒・ロームブロック
16 暗茶色 ローム粒・褐色土粒 やや硬い
17 暗褐色 ローム粒
18 暗茶色 ローム粒・ロームブロック
19 多量の中型焼礫
20 暗茶褐色 若干のロームブロック・ローム粒

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 テフラブロック・ローム粒・黒色土ブロック
2 暗黒褐色 褐色土ブロック・テフラブロック・ローム粒
3 暗黒茶褐色 ローム粒・ロームブロック（小）・焼土塊
9 暗茶褐色 ローム粒・ロームブロック（小）
9B 暗褐色土ブロック

10 暗黄色 ローム粒・ロームブロック・ロームブロック（大）・
褐色土粒

10B 暗褐色 ローム粒・若干のロームブロック
11 (茶色）暗黄褐色 ローム粒・ロームブロック・褐色土粒
13 暗褐色 ローム粒・ロームブロック（やや密）
19 暗褐色 若干のローム粒
20 暗褐色
21 暗褐色 若干のロームブロック
22 暗褐色 密
23 暗褐色 密
24 暗黄色 ロームブロック
25 暗茶色
26 褐色
27 褐色
28 暗黒褐色 ローム粒
29 黒褐色 ローム粒
30 黒褐色 ローム粒
31 暗黒褐色 ローム粒
32 黒褐色
33 暗褐色 褐色土ブロック
34 暗褐色 多量の褐色土粒
35 焼土
36 暗茶色 若干の焼土
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される。内側に配列される柱穴には、規模のやや大きなものが８本あり、これらは等間隔に並び深さ
も他よりやや深い（第１２０図）。
【覆土】　暗褐色土・暗黒褐色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロックを含む層も多い（第
１２１図）。
【重複関係】　南側で炉穴群と重複する。新旧関係は、本住居跡が新。
【出土遺物】　２，０６９点・１０４，３９２ｇの礫および礫石器が出土している。このうち住居内集石は
９８．２％、覆土一括は９３．２％に被熱のあとがみられる。石器は、３７点出土している。うちわけは、石鏃
４点、石鏃未製品１点、楔形石器３点、楔状石器１点、ＲＦ４点、石核３点、原石１点、敲石１点、
磨石・敲石５点、磨石５点、砥石２点、石皿３点、軽石４点、このほか黒曜石・チャートなどの剥片
３０点がある。土器は、４，５６４点・７４，７３７ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録し
た点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は、壁際を除く遺構全域に分布し、床面付近から覆土上層に
至るまで多量に出土している。土器と礫類に分布上の差は認められない（第１２２・１２３図）。土器のう
ちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、一部に縄文の施文がみられる条痕・縄文、羽状
縄文系、諸磯式、称名寺式、加曽利Ｂ式、安行式などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系
の土器で全体の９６．４％あり、当該時期を３３号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第１２４図１～１９・第１２５図２０～２９・第１２６図３０～４８・
第１２７図４９～５８・第１２８図５９～６３に、覆土一括扱いのものを第１２８図６４～８５・第１２９図８６～１０３・第１３０図
１０４～１２９・第１３１図１３０～１５３・第１３２図１５４～１７１・第１３３図１７２～２０４に示した。１～２９・６４～１２７は条痕
文系深鉢形土器の口縁部、３０～５６・１２８～１７３は胴部、５７～５９・１７４～１８２は底部の破片である。２７は、
緩い波状口縁をもつ深鉢形土器の口縁部破片である。外面には、横・斜方向の条痕文の上に、縦・斜
方向にフネガイ科貝類の腹縁圧痕文を施す。２８は、推定口径４３４㎜・現存器高２７０㎜を測る平縁の深鉢
形土器である。口縁部直下に一条の刺突文、口唇部の一部に縦位のキザミがみられる。内外面とも横
および斜方向に条痕を施す。２９は、推定口径２９２㎜・現存器高１６４㎜を測る緩い波状口縁の深鉢形土器
である。外面は横方向に、内面は斜・横方向に条痕を施す。５７は、現存器高１９０㎜・推定底径７４㎜を
測る平底の深鉢形土器である。５９は、底径８０㎜を測る平底の深鉢形土器である。底面はやや上げ底と
なる。２６・１２５～１２７には一部に縄文の施文がみられる。６０～６３・１８３～１９１は、撚糸文系深鉢形土器の
口縁部および胴部破片である。１９２～２０１は、羽状縄文系深鉢形土器である。１９２～１９５は関山式、１９９
～２０１は花積下層式とみられる。２０２・２０３は、諸磯式深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。２０４
は、加曽利Ｂ式粗製深鉢形土器の口縁部破片とみられる。
　出土石器のうち主なものを、第１３４図２０５～２２０・第１３５図２２１～２２８・第１３６図２２９～２３６に示した。２０５
～２０８は、黒曜石・安山岩・チャート製の石鏃である。このうち２０８は、最大長３１．３㎜を測るチャート
製のやや大型のもので、一部に自然面を残す。２０９は、最大長４２．０㎜を測る無斑晶ガラス質安山岩製
のもので、整形が十分ではなく未製品とみられる。２１０～２１２は、チャート・頁岩製の楔形石器であ
る。２１３～２１６は、頁岩・黒色緻密質安山岩・無斑晶ガラス質安山岩・チャート製のＲＦである。２１７
は、チャート製の楔状石器である。２１８・２１９は、無斑晶ガラス質安山岩・珪質頁岩製の石核である。
２２０は、最大長５０㎜・重さ８．０ｇを測る軽石製品である。穿孔・溝などの加工は施されていないが、周
囲を研磨した整形痕が認められる。２２１・２２２は、砂質頁岩・菫青石ホルンフェルス製の砥石である。
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２２３～２２５は、花崗閃緑岩・輝石安山岩製石皿の破片である。２２６は、チャート製の敲石である。２２７～
２３１は、砂岩・石英斑石・輝石安山岩製の磨石・敲石である。敲打面は表裏中央や側面にみられ、そ
の周囲には磨面がある。２３２～２３６は、多孔質安山岩・輝石安山岩・砂岩製の磨石である。
３４号住居跡
【検出位置】　セ２８区Ｊ１０－１０・１１・１３・１４・１５、Ｋ１０－０２
【規模ほか】　長軸７．８６（９．６４）ｍ・短軸５．９８ｍ・深さ７０㎝。形状は長台形。主軸方向　６１°。炉は検
出されていない。柱穴は、壁際およびその内側に長方形に規則的に配置される（第１３７図）。
【覆土】　暗茶色土・暗黒茶色土などを主体とする。一部に貝層がみられる。貝層は住居跡覆土の中
心部より西側８箇所のブロック状に分かれ、長軸４００・短軸２９０・厚さ３８㎝ほどの規模で形成されてい
た（第１３８図）。
【重複関係】　平面的には、東側に張り出し状の部分がある。この箇所を含めると、本遺構の長軸は
９．６４ｍを測る。この箇所の床面の高さは、２０㎝ほど高く、土層断面図によるとこの部分を切り込んで
いる状況が読みとれるので、本遺構は本来の位置から西側に移動もしくは拡張し、この際に東側部分
は埋め戻したうえで床面の深さを下げたものとみられる。
【出土遺物】　１，９３５点・８０，４８７ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９２．９％に被熱のあとが
みられる。石器は、５０点出土している。うちわけは、尖頭器１点・石鏃９点・楔形石器１点・ＲＦ２
点・打製石斧２点・ヘラ状石器１点・軽石製品１１点・砥石１点・石皿５点・敲石１２点・凹石１点・磨
石４点、このほか黒曜石・チャートなどの剥片３１点がある。土器は、７２０点・２１，４２７ｇ出土している。
取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は、壁際を除く遺
構全域に分布し、床面付近から覆土上層に至るまで多量に出土している。土器と礫類に分布上の差は
認められない（第１３９・１４０図）。土器のうちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、一部に
縄文の施文がみられる条痕・縄文、羽状縄文系、堀之内式、加曽利Ｂ式、安行式などである。このう
ち主体を占めるのは、条痕文系土器で全体の９５．５％あり、当該時期を３４号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第１４０図１～９・第１４１図１０～２３・第１４２図２４～３５・
第１４３図３６～４１・第１４４図４２～６２・第１４５図６３～７４・第１４６図７５～８８・第１４７図８９～１００・第１４８図１０１～
１２１・第１４９図１２２～１３９に、覆土一括扱いのものを第１４９図１４０～１５４・第１５０図１５５～１８１・第１５１図１８２～
２１６に示した。１～４６・１４０～１６８は条痕文系深鉢形土器の口縁部、４７・４９～１２１・１６９～１８５は胴部、
４８・１２２～１２５・１８６～１９４は底部の破片である。１３は、緩い波状口縁をもつ深鉢形土器の口縁部破片で
ある。外面には、斜方向の条痕文の上に、縦・横方向にフネガイ科貝類の腹縁圧痕文を施す。１８は、
平縁の深鉢形土器の口縁部大型破片である。口縁直下に深い刺突文を一条横位にめぐらす。外面には
横・斜・縦方向に、内面には横・斜方向に条痕文を施す。３６は、推定口径１３４㎜・現存器高１５５㎜を測
る胴部に屈曲の少ない平縁の深鉢形土器である。口縁直下に幅広工具角部による連続圧痕、その下に
斜位に同様の連続圧痕を付す。外面は縦・斜方向、内面は斜・縦方向の条痕文を施す。４１は、推定口
径１６８㎜・現存器高１５０㎜を測る胴部に屈曲の少ない平縁の深鉢形土器である。外面は横・斜方向、内
面は斜方向の条痕文を施す。４６は、推定口径１９８㎜・現存器高１９９㎜を測る胴部に屈曲の少ない平縁
の深鉢形土器である。口縁部横位の条痕文上に絡条体圧痕文を施す。７４は、現存器高２９０㎜・胴部推
定最大径２６８㎜を測る胴部から口縁部にかけての開きが強い深鉢形土器である。外面は斜・縦方向、
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セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色 黒色土ブロック・ローム粒・若干のテフラブロック
2 暗褐色 黒褐色土ブロック・テフラブロック・ローム粒
3 暗茶褐色 テフラブロック・ローム
4 少量の貝
5 暗黒茶 多量のローム粒・少量のロームブロック
6 暗茶褐色 ロームブロック・ローム粒
7 暗茶色 ロームブロック
8 暗黒茶褐色 テフラ
9 黒茶色 ローム粒・多量の焼土塊 軟質
10 焼土
11 暗黒褐色 ローム粒・若干のロームブロック・灰
12 やや暗い暗茶色
13
14 やや明るい暗茶色
15 暗茶色 ローム粒

セクション位置：B－B'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色 黒色土ブロック・多量のローム粒・若干のテフラブロック
2 暗黒茶色
3 黒色 黒色土ブロック・テフラブロック・ローム粒
4 暗黒茶色
5 暗茶色 ローム粒
6 暗黒茶色 多量のローム粒・少量のロームブロック・焼土塊
7 暗茶色 ローム粒・ロームブロック
8 やや暗い暗褐色 ローム粒・ブロック
9 暗茶色 ローム粒・ロームブロック・焼土粒
10 暗茶色 ローム粒・ブロック
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